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小中連携、一貫教育に関する主な意見等の整理 （案）

平 成 ２ ４ 年 ５ 月 ３ １ 日
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学校段階間の連携・接続等に関する作業部会

学校間の連携・接続に関する現状と課題認識

10 ○ 学校間連携の在り方については、児童生徒等の多様な状況等に対応した学校間の円

滑な接続を図る観点から、これまでに幼児期の教育と小学校教育の接続（以下「幼小

接続」という。）、中高一貫教育について検討がなされてきた。

幼小接続については、平成２２年に幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り

方に関する調査研究協力者会議の報告がなされており、そこでは、幼児期の教育と小

15 学校教育は教育の目標を「学びの基礎力の育成」として捉えた上で互いの教育を理解

し見通すことが必要といった、両者の関係を「連続性・一貫性」で捉える考え方等が

示された。

中高一貫教育については、子どもたちや保護者などの選択の幅を広げ、学校制度の

複線化構造を進める観点から、生徒の個性や創造性を伸ばすことを目的として、平成

20 １１年度に中高一貫教育制度が選択的に導入された。平成２３年に本作業部会におい

て当該制度の成果と課題について検証を行い、中高一貫教育校が今後とも特色ある教

育を展開することを促すため、教育課程の特例の拡充が必要等とされた。

以上のように、児童生徒等に対する教育を施す上で、各学校段階内において努力す

るだけでなく、学校間連携を推進することにより、学校が直面している課題の解決に

25 資するとともに、学校教育の質的向上を図っていくことが望まれている。

○ 小中連携については、これまで全国的な取組の検証や支援の在り方等に関する検討

はなされていない。児童が、小学校から中学校への進学において、新しい環境での学

習や生活へうまく適応できず、不登校等の問題行動につながっていく事態が指摘され

30 ている。これは、一般に「中１ギャップ」と呼ばれ、各種調査結果によれば、「授業

の理解度」「学校の楽しさ」「教科や活動の時間の好き嫌い」について、中学生になる

と肯定的回答をする生徒の割合が下がる傾向にある
*1
ことや、「学習上の悩み」として

「上手な勉強の仕方がわからない」と回答する児童生徒数
*2
や、暴力行為の加害児童

生徒数、いじめの認知件数、不登校児童生徒数
*3
が中学校１年生になったときに大幅

35 に増える実態が明らかになっている。
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*1 小・中学校間の連携・接続に関する教育振興基本計画や中央教育審議会答申等における記述については、参考資料１参照

○ その原因の一つとして、小学校から中学校に進学する際の接続が円滑なものとなっ

ていないことが考えられる。

その背景として考えられることとして、小・中学校間には、学習指導面に関して、

5 ①小学校では学級担任制であるのに対し、中学校では教科担任制（授業形態の違い）

②各児童生徒の小学校時点における学習上の問題を中学校と十分共有されていない（学

習上の問題の共有）

といった違い、課題があること、また、生徒指導面に関しては、

10
③各児童生徒の小学校時点における生徒指導上の問題が中学校と十分に共有されてい

ない（生徒指導上の問題の共有）

④中学校は小学校と比較して生徒に課せられる規則が多く、中学校においては、小学

校よりも規則に基づいたより厳しい生徒指導がなされる傾向（生徒指導方法の違い）

15
といった課題、違いがあること、また、上級生や教職員との人間関係も小・中学校間

で違いがあること、といった多様な背景から、円滑な接続が確保されていない可能性

があるものと考えられる。

20 ○ 児童生徒の発達については、６－３制が導入された昭和２０年代前半と比較すると、

例えば、平成２２年のある学年の児童生徒の平均身長は、昭和２３年当時の２、３年

上級学年の児童生徒の平均身長に相当するなど、身体的発達が２、３年早まっている

傾向がある。また、「学校の楽しさ」「教科や活動の時間の好き嫌い」について、小学

校４年から５年に上がる段階においても肯定的回答をする児童の割合が下がる傾向が

25 あることから、小学校４、５年生頃に児童生徒の発達上の段差がある可能性があるこ

とも考えられる。

○ さらに、小学校と中学校における教育については、ともに義務教育の一環を形成す

るものであり、小・中学校は学習指導や生徒指導において互いに連携することが期待

30 されるものである。

○ 以上のような背景から、本作業部会においては、平成２３年１０月より、小学校と

中学校の連携、接続の在り方について改めて見直し、義務教育段階にある児童生徒の

学習指導、生徒指導等における諸課題の解決に資することで、児童生徒のより良い学

35 びを実現できるよう、検討を進めてきた
*1
。

○ 本報告においては、小中連携、一貫教育の取組が進められている学校、市町村にお

ける成果を踏まえ、小中連携、一貫教育に今後取り組む小・中学校においても同様の

成果を上げることができるようその内容について普及し、また、既に取組が進められ
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*1 小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、幼稚園及び特別支援学校の教育課程の改善に資する実証的資料を得るため、昭和５１
年から設けられている制度。学校における教育実践の中から提起されてくる教育上の課題や急激な社会の変化・発展に伴って生じた
学校教育に対する多様な要請に対応するため、研究開発を行おうとする学校を「研究開発学校」として指定し、その学校には、学習
指導要領等の現行の教育課程の基準によらない教育課程の編成・実施を認め、その実践研究を通して新しい教育課程・指導方法を開
発していこうとするもの。
*2 小学校，中学校，高等学校，中等教育学校及び特別支援学校において，各学校又は当該学校が設置されている地域の実態に照らし，
より効果的な教育を実施するため，当該学校又は当該地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施することを認める
制度で、平成 15 年度より実施していた構造改革特別区域研究開発学校制度が全国展開したもの。

ている市町村で課題と認識されている点については、当該課題の解決に資するよう、

国としての支援も含めた改善方策に関する意見をまとめるものである。

○ 本作業部会においては、文部科学省が平成２２年に実施した「小学校と中学校の連

5 携についての実態調査」（以下「実態調査」という。）に加え、全国の市町村において

行われている小中連携、一貫教育の取組をなるべく精緻に、具体的にみていく観点か

ら、第８回～第１２回作業部会において、学校や市町村教育委員会等からのヒアリン

グを実施することで、学校、市町村等における取組の内容や成果、課題等について把

握してきた。

10 本意見等の整理は、必要に応じ実態調査結果やヒアリングした内容等も紹介しなが

ら、作業部会の審議において出された意見等をもとに構成するものである。

小中連携、一貫教育の取組の現状

○ 小中連携、一貫教育については、制度的に位置付けられたものではなく、全国の学

15 校、市町村において、小学校における教育と中学校における教育を円滑に接続させる

ために、独自に取組が進められてきているところである。その中には、「研究開発学

校制度*1」や「教育課程特例校制度*2」の活用により、「独自の教科の新設等による小中

連携の推進」に取り組むなど、教育課程の基準の特例を活用して推進される小中一貫

教育がある一方で、そうした教育課程の基準の特例を活用せず、また、教育課程以外

20 の点においても現行制度の範囲内で、各市町村の創意工夫により取り組まれている小

中連携、一貫教育も多数存在する。

○ こうした状況を踏まえ、文部科学省において実態調査を行ったところ、以下のよう

な結果となった。

25

小学校と中学校との連携についての実態調査（結果概略）

【調査対象】

都道府県・市町村教育委員会 ※市町村教育委員会の回答数：１７６３

【主な調査項目】

30 小・中学校等における取組（教育委員会による方針、乗り入れ授業、教科担任制等）、小・中連携のねらい、

成果、課題

【調査時期】

平成２２年１１月１日現在

35
（市町村教育委員会回答より）
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教育委員会として小中連携を推進するための方針や計画を定めている 583（33.1 ％）

教育委員会として小中９年間を通じた教育課程編成の方針を定めている 58（3.3 ％）

異校種間の教員の乗り入れ授業を計画的、継続的に実施した学校がある 641（36.4 ％）

教科担任制を実施した小学校がある 380（21.6 ％）

5 小・中学校を一体的に運営するための組織（「○○学園」等）を設けている 47（2.7 ％）

小・中学校合同の委員会等を設けている学校がある 823（46.7 ％）

教職員の兼務発令を実施した学校がある 287（16.3 ％）

市町村主催で小・中学校教員が合同参加する授業研究のための会議等を恒常的に設けている 688（39.0 ％）

平成２２年度又は過去２年間に市町村による研究指定事業を実施した 380（21.6 ％）

10 上記いずれかの取組を行っている市町村 1276（72.4 ％）

＜小中連携を進めようとするねらい＞

学習指導上の成果を上げるため 95 ％

生徒指導上の成果を上げるため 91 ％

15 教職員の指導力の向上につなげるため 82 ％

その他 23 ％

【「その他」の例】

・問題を抱える子や特別な支援を要する子のスムーズな進学をサポートしていくため

・義務教育９年間を通して児童生徒を育成する、ということに対する教員の意識改革を図る

20 ため

・地域の核としての学校の機能を高め、家庭・地域の教育力の向上につなげるため

＜小中連携の取組の成果＞

成果が認められる 96 ％

25 学習指導上の成果があった 58 ％

生徒指導上の成果があった 74 ％

教職員の指導力の向上につながった 50 ％

その他 26 ％

【「その他」の例】

30 ・小・中学校間の情報交換等により問題行動の減少につながった

・小・中学校で、特別支援を必要とする児童生徒や家庭等に関する情報共有ができ、きめ細

かい支援ができるようになった

・ 小・中学校の連携が図られることにより、それぞれのＰＴＡ活動や地域との行事が一体

的に進められ、地域の連帯意識の高まりや、学校への協力体制の強化が見られるようにな

35 った

＜小中連携の取組の課題＞

課題が認められる 87 ％

指導計画の作成が困難 30 ％

40 教材の開発が困難 13 ％

時間割の編成が困難 34 ％

小中の教職員間での打合せ時間の確保が困難 75 ％

転入者への学習指導上、生徒指導上の対応が困難 2 ％

その他 23 ％

45 【「その他」の例】

・小中教員による交換授業は、中学校からの出前授業が主なものとなっており、中学校側の

負担が大きい

・所有免許の関係から、兼務発令を拡大できない

・児童生徒間の交流において、移動手段と移動に要する時間の確保が難しい

50 ・専任の小中一貫教育コーディネーター（小中学校間の連携をコーディネートする教員）が

必要

（都道府県教育委員会回答より）
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＜都道府県による研究指定事業＞ 実施した 38％

＜小・中学校教員が合同で参加する授業研究のための会議等＞ 設けている 19％

＜独自の加配措置＞ 行っている 15％

5 このほか、人事上の工夫として、

・小・中学校の両免許取得を推奨

・定期人事異動における小中間の教職員の交流の促進を人事異動方針として定めている

・小中連携コーディネーターの配置

・兼務発令

10 ・全小・中学校に小中連携教育推進担当を配置（指定都市）

等の回答も得られた。

このほか、小中連携推進のための取組として、

・市町村が実施する小中連携事業に県が助成

15 ・県の小中連携に関する研究事業の発表会を実施、指定校の成果の他の市町村への共有化

・小学校５・６年生において学力向上や小学校から中学校への円滑な接続を図る観点から、「教

科担任制」と「少人数学習集団の編成」を組み合わせた県独自の教科担任制を段階的に実施

・小中連携に関する情報を、県教委のホームページに掲載し、その取組を広く紹介

等の回答も得られた。

20

○ 上記のとおり、小・中学校において、小中連携に関する何らかの取組を行っている

市町村の数は 1,276 であり、全回答数 1,763 に占める割合は 72.4 ％であり、多様な形

態で小・中学校間の連携が進められている実態が明らかになった。それとともに、小

25 中連携のねらいとしては、学習指導上、生徒指導上の成果を上げる、または教職員の

指導力の向上につなげるためとの回答が多く、ほぼ全ての市町村において小中連携の

取組の成果が見られると回答している一方、多くのところでは課題も認識している実

態が見受けられる。また、小中連携を推進する市町村に対する支援を行う都道府県の

割合は一部に限られる実態も見受けられる。

30

○ こうした実態を踏まえた上で、本作業部会としては、以下の８つの柱を中心に、小

・中学校間の連携・接続の改善に資する小中連携、一貫教育の在り方について審議を

行った。

35 １．小中連携、一貫教育の目的、効果

２．小中連携、一貫教育の推進体制の在り方

３．「地域とともにある学校」づくりとの関係性

４．教育課程の在り方

５．指導方法の工夫

40 ６．教員人事や教員免許の在り方

７．校地・校舎、通学区域等に関する工夫

８．義務教育学校制度（仮称）創設の是非について
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○ なお、「小中連携」「小中一貫教育」については、

・ 「小中連携」は、小・中学校がそれぞれ別の学校であるとの前提の下、教育目標

やカリキュラムの共通部分について協働する取組であり、「小中一貫教育」は、教

育目標や目指す子ども像、カリキュラムをともに作り上げる取組

5 ・ 「小中連携」は、小・中学校がそれぞれの課題解決のために小・中学校が連携し

て行う教育であり、児童生徒、教員の交流や合同の活動を通して小学校から中学校

への円滑な接続を目指す教育、「小中一貫教育」は、小・中学校が目標を共有し、

その達成に向け小・中学校９年間を通して系統的な活動の展開を要する教育

と捉えて取り組んでいる事例があった。

10 これらを踏まえつつ、本意見等の整理においては、

「小中連携」…小・中学校が互いに情報交換、交流することを通じ、小学校教育か

ら中学校教育への円滑な接続を目指す様々な教育活動

「小中一貫教育」…小中連携のうち、小・中学校が９年間を通じた教育課程を編成

し、それに基づき行う系統的な教育活動

15 と捉えることとする。また、小中連携と小中一貫教育を併せて表現する場合には、「小

中連携、一貫教育」とすることとする。
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１．小中連携、一貫教育の目的、効果

（１）目的

○ 小中連携、一貫教育に取り組む学校、市町村においては、暴力行為の加害児童生徒

数やいじめの認知件数、不登校児童生徒数が中学校１年生になったときに大幅に増え

5 る実態等（いわゆる「中１ギャップ」）に直面し、小学校から中学校への接続を円滑

化する必要性を認識し、小中連携、一貫教育に取り組み始めたケースが見られる。特

に、学校間の連携・接続に関する現状と課題認識においても述べたとおり、児童生徒

の発達が早まっていることを踏まえ、小学校高学年から中学校入学後までの期間に着

目し、当該期間に重点的な取組を行う例が見られる。

10

○ 小中連携、一貫教育に取り組み始めた契機が「中１ギャップ」に直面したことであ

ったとしても、学校、市町村においては、それぞれの取組にあたっての目的を明確化

するとともに関係者で共有し、学校全体で組織的に取り組むことで、小中一貫教育の

成果を上げることが期待される。

15

○ 全国で進められている小中連携、一貫教育の目的については、一般に、取組ごとに、

学校、市町村、地域住民等の様々な思いが込められていることから、全国的に見ると

極めて多様である。一つには、少子化の進行により児童生徒の人間関係が固定化しや

すい中、小中連携、一貫教育の実施により、児童生徒が多様な教職員、児童生徒と関

20 わる機会を増やすことで、小学生の中学校進学に対する不安感を軽減することが考え

られる。また、中学生が小学生との触れ合いを通じ、上級生である自らに自覚的とな

ることで自尊感情を高め、生徒の暴力行為や不登校、いじめといった問題行動の解消

につなげていくといったことも考えられる。

25 ○ 小学校の教員は全教科を教えるのに対し、中学校の教員は特定の教科を指導するこ

とや、小・中学校では、対象とする児童生徒の発達段階が異なることから、教科指導、

生徒指導の方法が異なるといったこともあり、小・中学校の教職員の職務の性質は自

ずと異なってくることとなる。

学校、市町村の中には、小・中学校教職員間の違いを教職員同士が認めた上で互い

30 に学び合い、義務教育９年間で児童生徒を育てる発想を持つよう、教職員に対し促す

ことにより、教職員に義務教育段階の教職員であることを認識してもらうことを目的

としている例がある。そのためには、各学校長等の管理職がリーダーシップを発揮し、

小・中学校教職員が一体となって取り組んでいくことが考えられる。

35 ○ 小中連携、一貫教育の実施により、小・中学校教職員が義務教育９年間の教育活動

を理解した上で、自分が指導する部分の全体の教育活動における位置付けについて意

識的になることで、９年間の系統性を確保し、平成１８年の教育基本法の改正、平成
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*1 参考資料３参照
*2 参考資料４参照

１９年の学校教育法の改正において新たに規定された、義務教育の目的、目標*1 に掲

げる資質、能力、態度等をよりよく養えるようにしていくことは、すべての小中連携、

一貫教育に共通する基本的な目的たり得るものである。

5 ○ また、小中一貫教育を導入する場合であっても、小・中学校それぞれの学校段階の

教育の完成の視点も併せ持つことが必要である。

（２）効果

○ 小中連携、一貫教育の効果については、すでに取組を進めている学校、市町村にお

10 いては、例えば、中学生の不登校出現率の減少や、市町村又は都道府県独自の学習到

達度調査、全国学力・学習状況調査における平均正答率の上昇、児童生徒や教職員の

意識面の変化等の結果が得られている*2。そうした成果を、小中連携、一貫教育に取り

組む他の学校、市町村においても普及していく観点から、小中連携、一貫教育の効果

検証の在り方について、今後国において検討していくことが必要である。

15

○ その際、生徒指導上、学習指導上の成果に加え、児童生徒の変容がどのようであっ

たかについて可視化し、共有し、改善につなげるための効果検証の評価指標について

検討する必要がある。評価指標の検討の際には、小中連携、一貫教育による児童生徒

の変化の中で特に重視したい指標が何かについて議論することで、小中連携、一貫教

20 育により目指す教育の在り方について確認していくことも重要である。
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２．小中連携、一貫教育の推進体制の在り方

○ 小中連携、一貫教育に取り組む市町村、学校においては、中学校区単位で小・中学

校が連携、一貫し教育を施しているものが多く見受けられるが、中学校区単位での連

5 携、一貫教育の実施に当たっては、各小・中学校のみならず、市町村教育委員会、地

域住民や保護者等多様な者が関与しながら、その推進体制についても適切に整えてい

くことが重要である。

（１）校内体制

10 ○ 小中連携、一貫教育を推進する小・中学校においては、校長の人数、校務分掌、小

・中学校教員の連携の在り方等の面において様々な校内体制をとり得る。

○ 小中連携を推進する場合には、例えば、連携する各小・中学校において小中連携の

主担当を校務分掌として位置付け、当該教職員が取組の実施に当たっての企画立案や

15 連絡調整を担うような形態をとることが考えられる。

○ 小中一貫教育の実施に当たっては、小・中学校９年間を見通した教育課程の編成が

取組の要となる。このため、例えば、小中一貫教育の教育課程編成の主担当を小・中

学校の校務分掌として位置付けるといったことが考えられる。それとともに、教員が

20 ９年間を見通した教育課程の内容について共有し、より実り多い教育活動を実施する

ために、例えば、あらかじめ年間計画に研究会の日程を組み込む等の工夫をしながら、

小・中学校の全教員が９年間の教育課程に関する研究に効率的に携わるような体制を

構築することも検討することが望ましい。

25 ○ また、小中一貫教育を推進している小・中学校において、小・中学校９年間を教育

課程上「４・３・２」等に区分している場合には、当該学年区分ごとに低学年団、中

学年団、高学年団と位置付け、各学年団ごとに団長を置き、学習や行事等の内容や方

法について決定するための企画、連絡調整等の役割を担当する、といった学年区分を

意識した校務分掌の在り方としていくことも考えられる。

30

○ 特に、小・中学校施設を新たに一体として設置するような場合、そこで勤務する教

職員が組織的に職務を遂行できるようにするための工夫として、小・中学校別々に決

定していた校務分掌の在り方を見直し、例えば教務関係、教科等関係、生徒指導関係

等の部門を小・中学校教職員合同で担当するような形態が考えられる。そのような形

35 態とすることで、学年、学校を越えて小・中学校教職員が一体となって校務に当たる

こととなり、小・中学校教員同士の日常的な関わりが増え、相互の理解増進に資する

ことになるものと考えられる。

（２）学校間の連携・協力体制

40 ○ 小中連携、一貫教育の実施に当たり、小・中学校教職員がそれぞれの課題解決に資
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するため、互いに授業を見合ったり、合同研修等を実施したりすることで、小・中学

校教職員が互いの専門性に学び、９年間の教育課程及び指導方法の理解に資すること

が学校間連携・協力体制作りの第一歩である。

5 ○ 小・中学校教職員がいかに情報交換し、交流していくか、という点も、小中連携、

一貫教育を実施する上で重要な視点である。中学校１年生時点で不登校児童生徒数等

が大幅に増加するが、こうした不登校の深刻なケースや特別支援教育を要する生徒に

ついては小学校段階で兆候があるとの指摘があることから、小・中学校教職員がこれ

まで以上に的確な情報交換をすることにより、より適切な対応につなげていくことが

10 期待される。このため、小・中学校においては、個々の児童生徒に関する学習指導、

生徒指導上の課題を共有するため、密な情報交換の機会を意識的に設け、早い段階か

らの対処に心がける必要がある。教職員同士の情報交換のツールとして、個人情報の

取扱いには十分留意した上で、インターネットの活用も図るべきである。

15 ○ 特別支援教育を要する児童生徒については、小学校から中学校へ教育支援計画を引

き継ぐことに加え、小学校における指導の経過を共有し、中学校教職員の、生徒の特

性や障害の程度に関するよりよい理解につなげていくことが考えられる。また、特別

支援学級の合同授業や、特別支援学級教員による相互参観、特別支援学級の児童、保

護者による中学校の授業参観、小・中学校合同の特別支援教育委員会の開催といった

20 取組も考えられる。

○ スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーには、個々の児童生徒に関す

る情報交換の機会に参加してもらうのみならず、自らそうした情報交換の機会を設け

る役割を担ってもらったり、学校支援ボランティアとして学校の活動を支援する地域

25 住民には、例えば児童生徒の清掃活動やあいさつ運動等の課外活動時の協力をしても

らったりする等、多様な関係者に小中連携、一貫教育の取組に関わってもらうことが

望ましい。

○ 小中一貫教育を実施する小・中学校において、例えば、小・中学校の施設が一体で

30 あることで物理的に校長が１名であることが機能しやすい環境にある場合などに、校

長を兼務させている例がある。校長が小・中学校の校長を兼務しており、当該校長が

基本的に中学校にいる場合、当該校長から命を受けた範囲で、例えば小学校内部の事

務処理や学校外部に対する連絡等を副校長に任せるといったことも考えられる。校長

の兼務により、組織の意思決定を迅速に行うことが可能となり、児童生徒理解のため

35 の情報共有を目的とした合同会議や研修会が計画的に高い頻度で設定できるといった

利点も考えられるが、校長を兼務させる場合には保護者から十分な理解を得る必要が

ある。

一方、校長を兼務させることにより、例えば小・中学校両方の校長会に出席する必

要が生じる等、校長の事務的な業務量の増加といった課題が生じる部分もあることか

40 ら、小・中学校それぞれに校長を１名ずつ置き、両校長間の連絡を密にすること等に
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*1『第５回学習指導基本調査』（2010、Benesse 教育研究開発センター）によれば、学校にいる時間は、小学校教員 11 時間 12 分（07
年調査より 17 分増加）、中学校教員 12 時間 03 分（07 年調査より 15 分増加）となっている。
*2 品川区や三鷹市においては教育委員会規則に小中一貫教育について規定している。

より、学校間の連携・協力体制を整えていくことも考えられる。

○ 以上のように、小中連携、一貫教育推進のための体制を整備していくに当たっては、

教職員の過度な負担の解消をどのように図っていくかについて併せて検討する必要が

5 ある
*1
。小中連携、一貫教育の実施により、中学校教員が小学校で、又は小学校教員が

中学校で指導を行う（以下「乗り入れ指導」という。）ことや授業交流、合同研修等

の実施により、教職員の負担が増加することとなるので、これまでの校務の在り方を

見直し効率化させる視点を持つことも重要である。その際、１校単位では克服できな

い課題であっても、小・中学校２、３校で連携することで教職員集団が大きくなるこ

10 とを生かし、教員のみならず養護教諭、栄養教諭、事務職員の連携も図り、２、３校

全体としてどのように負担軽減していくかということも含め、考えていく必要がある。

（３）市町村教育委員会の関与

○ 実態調査において、市町村の主催による小・中学校教員が合同で参加する授業研究

15 のための会議を恒常的な設置については 39 ％が設置、過去２年間において市町村によ

る研究指定事業の実施については 22 ％が実施したとの回答であった。

○ このほか、市町村の教育委員会規則において小中一貫教育を行う小・中学校につい

て規定すること
*2
等により、市町村としての小中連携、一貫教育の推進体制を整える

20 ことが考えられる。

○ 実態調査結果において３％の市町村において、市町村独自の、小・中学校９年間を

通じた教育課程の編成の方針を定めているとの回答を得たが、そうした市町村独自の

教育課程の編成に当たっては、教育委員会に小中一貫教育の推進（教育課程編成等）

25 を担当する指導主事を置くことも考えられる。その際、当該指導主事が、学校におけ

る教育課程編成の支援をすることで、各小・中学校における教育課程の編成を支障な

く行えるようになることが期待される。

○ 教育課程編成に携わる指導主事のほか、市町村教育委員会においては、中学校区ご

30 とに小中連携、一貫教育を行う小・中学校間の連絡調整役を担うコーディネーターを

配置することが考えられる。具体的には、市町村教育委員会の指導主事がその役割を

担ったり、小・中学校の校務分掌として小中連携、一貫教育のコーディネーターを位

置付けたりすることで、乗り入れ指導や合同行事の実施に向けての連絡調整を担うと

ともに、教員や管理職と連携しながら、小中連携、一貫教育の内容に関する企画・立

35 案を行うような形態が考えられる。小・中学校の教職員がコーディネーターを担う場

合には、市町村費等で当該学校に講師を配置するといった工夫も考えられる。
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なお、地域における様々な課題に対応する観点から、地域連携等、小中連携、一貫

教育以外の課題に関する役割も担うような形態で、機能を集約したコーディネーター

を市町村教育委員会に配置することも考えられる。

5 ○ 実態調査結果によれば、教職員の兼務発令は 16.3 ％の市町村においてのみ実施され

ている状況である。乗り入れ指導を行う場合などには、必要に応じて市町村教育委員

会が教職員の兼務についての内申をし、都道府県教育委員会が兼務発令をすることで、

教員が兼務先の学校で指導を行うことは、当該教職員に小・中学校両方に所属すると

の意識を持ってもらい、兼務先の学校において適切な児童生徒理解を図り、きめ細か

10 い指導を行う観点から有効である。在籍校においては、兼務発令する教員について、

兼務先の学校における勤務時間を考慮し、在籍校における校務分掌等について適切に

配慮することが求められる。さらに市町村教育委員会においては、可能な範囲で、兼

務発令する教員の兼務先の学校における勤務時間中、在籍校における講師等を配置す

ることにより支援することも考えられる。

15

○ そうした教員の配置に関する配慮、支援に加え、保護者や地域住民等に対する啓発

の観点や関係者間の情報共有の観点から、市町村教育委員会が主催して、小中連携、

一貫教育を実践する学校の発表やパネルディスカッションなどを行う公開フォーラム

を開催することや、学校、家庭、地域関係者による小中連携、一貫教育推進と地域連

20 携を目的とした会議を開催することも考えられる。

また、市町村教育委員会が主体となり、地域のニーズに応じて小中連携、一貫教育

に関する調査研究事業やモデル事業を実施することも考えられる。

○ 学校において、小・中学校教員の合同研修や合同授業研究会等を開催する場合には、

25 市町村教育委員会としても適切に関与し、教員の職能成長のために適宜必要な支援を

行うことが必要である。

（４）都道府県教育委員会の関与

○ 実態調査結果においても実施しているとの回答があったが、小・中学校教職員が相

30 互の理解を高める観点から、６．（２）に述べている隣接校種の教員免許状の取得促

進のための制度が創設されていることも踏まえ、都道府県教育委員会の方針として、

小・中学校の両免許取得を推奨することは有効であると考えられる。また、教職員の

年齢が若い段階で異校種において勤務する経験は、その後の当該教職員の意識に与え

る影響が大きいので、人事異動方針として小・中学校間の校長を含めた教職員の交流

35 の促進を掲げることは小中連携、一貫教育の実施に資する。

○ （２）の市町村教育委員会の関与にも記述したことであるが、乗り入れ指導を行う

場合などに、必要に応じて都道府県教育委員会が兼務発令をすることは、教職員が兼

務先の学校において適切な児童生徒理解を図り、きめ細かい指導を行う観点から有効

40 であるものと考えられる。
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*1 教員公募制は、例えば東京都において実施されており、これに応募した教員を優先的に異動させる措置がとられ、小中一貫教育に
取り組む檜原村等に配置されている。

また、実態調査においても回答があったが、校長を兼務させた場合に、校長定数を

減じた分の定数を教諭の定数に振り替え、「小中一貫教育加配」として該当校に配置

するといった工夫も考えられる。

5 ○ 小・中学校間の連絡調整等を担うコーディネーターの配置については、市町村が単

独で行うだけでなく、都道府県としてそうした市町村の取組を積極的に支援すること

も望まれる。

○ 実態調査結果によれば、小中連携推進のため、都道府県および政令指定都市で独自

10 に予算措置を講じて加配措置を行っているのは全体の 15 ％となった。

一方、国においては、特に小学校高学年において実技教科以外でも専科指導を充実

するため、小学校における専門的な知識又は技能に係る教科等に関する専門的な指導

に対する教職員定数の加配措置を平成 23 年４月に制度化したところである。例えば、

この加配を活用し、小学校における理科教育等の充実のため、兼務発令された中学校

15 の教員が小学校で授業を行うなど、都道府県教育委員会において、独自の取組に加え、

当該加配措置を十分に活用していくことも考えられる。

○ 実態調査結果によれば、小中連携を推進するため、平成 22 年度又は過去 2 年間にお

いて都道府県による研究指定事業を実施したのは全体の 38 ％であった。市町村教育委

20 員会のみならず、都道府県教育委員会としても、域内の市町村の小中連携、一貫教育

に関する優れた取組を普及する観点から、調査研究事業やモデル事業を行うことや、

市町村が実施する調査研究事業やモデル事業に対し、都道府県として助成を行うこと

も考えられる。

25 ○ 小規模町村などにおいて、特に小中一貫教育に意欲を有する教員やこれまでに小中

一貫教育の経験のある教員を採用する必要がある地域においては、そうした教員を採

用しやすくする観点から、教員公募制
*1
を行うことも考えられる。
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３．「地域とともにある学校」づくりとの関係性

○ 実態調査において、小・中連携を推進しつつ、地域との関わりを深めることを目的

として取り組んでいる事項について聞いたところ、以下のような回答が得られた。

5 ・学校運営協議会（コミュニティ・スクール）による取組 小学校 2.9 ％、中学校 2.6 ％

・学校支援地域本部による取組 小学校 8.0 ％、中学校 7.9 ％

このほか、

・市のまちづくりプランの中で各中学校区ごとに地域人材や地域の自然・施設を活用した授業を

行うなどの取組を実施

10 ・全中学校区に、学校関係者・保護者・地域住民と教育委員会事務局で構成する小中一貫教育推

進協議会を設置し、地域ぐるみの教育環境づくり等について定期的に話し合いを実施

○ 小・中学校が地域において小中連携、一貫教育をどのように展開していくか考えた

15 場合、児童生徒の義務教育９年間におけるよりよい学びの達成や問題行動の解消のた

めには、小中連携、一貫教育と地域連携に併せて取り組むことで大きな効果が期待で

きる。

○ 特に少子化の進んだ地域においては小中一貫教育を推進する環境が整いやすい。ま

20 た、東日本大震災の被災地域においては、小中一貫教育の実施により地域の教育の復

興を図ろうとする動きもある。このように、小中連携、一貫教育の導入を図る場合に

は、各地域において、地域の実情に応じた義務教育期間９年間の在り方について検討

していく必要がある。

25 ○ そもそも地域が学校を支援する体勢が整っている地域においては、当該地域との連

携体制を継続的に確保していくことが求められる。ただし、そうした地域においても、

コミュニティ・スクールや学校支援地域本部といった仕組みを導入することで、より

よく地域との連携や信頼関係の構築を図っていくことが考えられる。

30 ○ 市町村において、各中学校区に各小学校区が含まれるような形態で通学区域を整理

し、各中学校区ごとの小・中学校のまとまりを「学園」とするとともに、各小・中学

校をコミュニティ・スクールとし、学園の運営を学校運営協議会と協働で行っている

例もある。このように「学園」等の呼称を設けることは、地域に対して、小中一貫教

育を浸透させ、地域の協力を得る観点から効果的であると考えられる。

35

○ 地域とともにある学校づくりの推進に資するため、小・中学校の交流スペースや余

裕教室を地域住民等に開放し、例えば余裕教室を活用して市町村等が学童保育を実施

することや、地域住民と児童生徒の交流事業を実施すること等が考えられる。

40 ○ 小・中学校にコミュニティ・スクールや学校支援地域本部を導入し、地域との連携

を図る仕掛けとしていくことは有効であるが、地域によっては保護者にコミュニティ
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・スクールや学校支援地域本部が浸透していないようなところもあることから、新た

にそうした仕組みを導入する際には、保護者への事前の十分な説明を行い理解を得る

ことが重要である。

5 ○ また、地域の支援を得ながら小中一貫教育を進めていく上で、学校関係者評価の結

果を含む、小中一貫教育の取組に関する情報提供を適切に行うとともに、そうした取

組を通じて変化していく子どもの姿を地域住民、保護者等に説明することにより、継

続的な信頼、支援を得ることにつなげていくことが重要である。

10 ○ なお、小・中学校の統合に併せて、小中一貫教育が導入される場合もある。小・中

学校の設置・廃止については最終的には設置者である市町村が決定するが、学校の統

合は、通学区域の在り方を変え、地域の在り方を変えることとなるので、各地域の歴

史、自負、誇りに配慮しながら対応する必要があることを認識しておくことが重要で

ある。また、統合後の小・中学校における教育理念や教育課程を充実させるための配

15 慮が必要である。
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*1 身長、体重いずれも、戦後すぐ（昭和２３年）のある学年の平均値は、平成２２年の２～３年前の学年の平均値に相当する。

４．教育課程の在り方

○ 小中一貫教育の取組において、教育課程の編成、実施は取組の中心に当たるもので

ある。小学校では平成２３年度から、中学校では平成２４年度から新学習指導要領が

全面実施された。全国で小中一貫教育に先進的に取り組む市町村においては、当該学

5 習指導要領の範囲内で、各地域の児童生徒の発達や課題を踏まえた教育課程を編成す

る取組や、研究開発学校制度、教育課程特例校制度といった教育課程の基準の特例を

活用した取組が行われている。

（１）小中一貫教育における教育課程の編成の在り方

10 ○ 小中一貫教育の実施に当たっては、小学校と中学校の教育課程の系統性を確保して

いくことが重要であり、そのためには、小・中学校教員が互いの学校の教育課程を理

解することが求められる。具体的には、小学校教員は自らが指導する内容が中学校に

おける学習にどのようにつながっていくのかを理解しながら指導し、中学校教員は小

学校における学習の程度を把握した上で各分野の指導をすることが必要である。その

15 際、例えば小・中学校教員の合同研修会における意見交換を通じ、学力観、授業観を

一貫したものとすることで、系統性の担保につなげていくことが考えられる。

そうした系統性の確保とともに、各学校段階における児童生徒の発達段階を踏まえ

た独自性を尊重していくことも重要である。例えば、小学校における学級担任制と中

学校における教科担任制は、児童生徒の発達に合わせ、指導における専門性を高めて

20 いく観点から採用されているものであり、こうした独自性の尊重も必要である。

○ 地域の実情を踏まえた小中一貫教育を行うためには、学校教育活動全体を視野に入

れ、小中一貫教育の取組を計画していくことが重要である。また、地域において育み

たい子ども像について関係者が議論し、それを実現するための小・中学校一貫した教

25 育課程を協同で編成し、教材を連携して開発することで、教員自身が教育課程の見通

しをもって主体的に取り組むことにつながり、効果的な取組となるものと考えられる。

その際、小・中学校教育における基礎的、普遍的内容は尊重した上で地域の実情を踏

まえた教育を行っていくことが望ましい。

30

（２）教育課程上の区分の工夫

○ 小中一貫教育を実施する小・中学校において、児童生徒の発達の状況等を踏まえ、

９年間の教育課程を「４・３・２」「５・２・２」等に区分し、各区分ごとに教育活

動の目標を設定したり、特に小学校から中学校に移行する段階の学年区分においては

35 一部教科担任制の導入や、中学校教員による乗り入れ指導の実施に取り組む場合があ

る。こうした教育課程上の学年区分を設けることの背景には、児童生徒の身体的発達

が２，３年早まっているといった指摘があること*1 や、小学校４、５年生頃に児童の
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*1「学校の楽しさ」「教科や活動の時間の好き嫌い」について、小学校４年から５年に上がる段階においても肯定的回答をする児童
の割合が下がる傾向がある（「義務教育に関する意識調査」（平成 17 年文部科学省）より）

発達上の段差がある可能性があること*1 といったことがあるものと考えられる。こう

した児童生徒の実態に合わせて柔軟な教育課程の在り方を工夫する観点から、これま

で、各小・中学校や設置者が独自に取組を進めてきているが、今後も、多様な取組が

進められ、その成果が蓄積されることが期待される。

5

○ 市町村内の全小・中学校において小中一貫教育を導入するような場合、市町村が教

育のビジョンを示す中で教育課程上の学年区分を一律に決定し、それに基づき市町村

内の各学校において教育活動を実施する方法が考えられる。一方で、市町村としては

学年区分を一律に示さず、各中学校区ごとに、児童生徒の実態を踏まえつつその在り

10 方を決定し、保護者への説明責任を果たすこととする方法も考えられる。前者の場合

には、市の独自性を明確に打ち出すことで市内の小・中学校教職員が一丸となって取

り組むことが期待される一方、後者の場合には、教職員が、より教育課程の在り方に

当事者意識をもちながら指導にあたることが期待される。

15 ○ 教育課程上の学年区分を設ける場合には、小学校６年生と中学校１年生を同一区分

としていることが多いが、このような学年区分の在り方は、小学校段階から教科担任

制を導入し学級担任制から教科担任制への緩やかな移行を図る等の取組を行うことに

より、小学生の中学校進学に当たっての不安感を軽減するとともに、中学校における

学びの意欲を高め、学校段階間の円滑な接続が確保されることに資することとなると

20 考えられる。

このような場合でも、児童生徒の成長にとって、学校生活の節目が好ましい影響を

与えるとの考えに基づき、例えば小学校の卒業式や中学校の入学式等、節目となるよ

うな行事は行いながら、教科等の教育活動は「４・３・２」等子どもの発達に合わせ

た学年区分に基づき行うような、両者の良さを生かした教育の在り方も考えられる。

25

○ なお、教育課程上の学年区分を設ける場合には、小・中学校においては、中１ギャ

ップのみならず、区分間の移行に児童生徒が対応できているか確認し、円滑に移行で

きていない児童生徒がいる場合には当該児童生徒への支援の視点を持つことも重要で

ある。

30

（３）学習指導要領の範囲を超えた教育課程の基準の特例の必要性

○ 新学習指導要領は、その検討の過程において、校種間の円滑な接続・連携の観点が

特に重視され、教科・科目等において、幼稚園、小・中・高等学校を通じ、発達や学

年の段階を踏まえた円滑な接続を図ることを重視して改善が図られているところであ

35 る。小中一貫教育の実施に当たっては、この趣旨を十分に踏まえつつ、小・中学校教

員が義務教育９年間を見通した教育課程を編成することが求められる。
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*1 研究開発学校、教育課程特例校における小中連携、一貫教育の取組については参考資料５、６参照

○ 小中一貫教育を実施する小・中学校においては、研究開発学校制度や教育課程特例

校制度の活用により、独自の教科の新設等による小中連携の推進に取り組むなど、教

育課程の基準の特例を活用して推進される小中一貫教育がある一方で、そうした教育

課程の基準の特例を活用せず、学習指導要領の範囲内で各市町村の創意工夫により取

5 り組まれているものも多数存在する。教育課程の基準の特例を活用するか否かについ

ては、各学校、設置者において、小中一貫教育の目的に応じ判断することが求められ

る。

○ 小中一貫教育を推進するために研究開発学校制度や教育課程特例校制度を活用した

10 取組における教育課程の基準の特例を類型化すると、主なものは以下のとおりである
*1
。

① 総合的な学習の時間、教科等の時数を削減し、学校や地域の特性を生かした新

しい教科等を設置するもの

② 指導内容を小・中学校間、学年間で入れ替えたり移行したりするもの

15 ○ こうした教育課程の基準の特例を活用した取組については、国、学校、市町村等が、

その内容や成果を対外的に周知することによって、学校や地域の特色を活かした小中

一貫教育がより一層推進され、多様な取組が蓄積されることが期待される。

○ 教育課程の基準の特例を活用した取組は、現行では、文部科学大臣が、一定の要件

20 の下で、小・中学校を研究開発学校又は教育課程特例校として指定することで実施可

能となっており、設置者の申請を踏まえた審査、実施状況の報告等の仕組みを通じて、

教育基本法、学校教育法及び学習指導要領との関係における適切性や義務教育の機会

均等の観点からの適切な配慮などを担保しているところである。

25 ○ これらの特例の一部について、義務教育の質の保証の観点に留意しつつ、設置者の

判断で実施することを可能とすべきかについて議論し、委員からは次のような意見が

出された。

＜設置者の判断に基づき、教育課程の基準の特例を活用できるようにするのが望ましいと

30 の意見＞

・ 現行の学習指導要領の範囲内ではできないところに限定した上で教育課程の特例

を設け、特例の活用について各学校で選択できる仕組みを作った方が現状に合う。

例えば、小規模な町村で、小・中学校９年間を同じ集団で過ごす地域と、学区が複

雑で複数小学校の児童が複数中学校に進学するような地域や、都市部で小・中学校

35 段階で私立中学校への進学が盛んな地域とでは事情が異なる。小・中学校が互いに

踏み込んだ取組を行い、小・中の教員の意識の差を乗り越えられるという実例を全

国で積み上げていくことが重要である。

18



・ 学制を変更するのではなく、教育委員会や学校が小中一貫教育を積極的に打ち出

し、推進できるようにするのが望ましい。教育課程の特例については、特定の小学

校から特定の中学校に全員が進学するとは限らない地域があることを考えると、あ

まり極端なことはできないが、小・中学校の在り方が地域によって様々であること

5 を踏まえると、小中９年間の質保証を誰がどのようにするのか確認した上で、教育

委員会の判断で一定程度認めてよい。

・ 教育課程の特例を設置者が判断することに基本的に賛成だが、その際、一定の歯

止めをかけ、義務教育の目的、小中一貫教育の目的が担保される形が望ましい。

・ これまで研究開発学校や教育課程特例校において実施してきたカリキュラム開発

10 の内容からすると、設置者の判断で教育課程の特例を認めることは妥当であり、そ

の方向で検討すべき。

＜設置者の判断に基づき、教育課程の基準の特例を活用できるようにすることに対して慎重

な意見＞

15 ・ 現行の学習指導要領をベースに教育課程特例校制度等をうまく活用することで、

各学校は独自のカリキュラムを作成し、独自の指導観、評価観を構築できる。

・ 小中連携の目的として、中１ギャップの解消に焦点を当てて考えていく必要があ

る。その際、例えば小・中学校の教員が互いに授業を見合ったり情報交換を密にす

る、児童生徒、教員が交流するといった現行制度の範囲内でできることで、これま

20 で十分に取組が進められていない事項に優先的に取り組むべき。

・ 義務教育は基礎教育であり、全国どこの学校に行っても同じ教育が受けられるこ

とを担保すべき。中高一貫教育のように、設置者の判断で義務教育の内容を学年間

で入れ替えることが一般化されると、小学校段階で学習すべきことをしないような

場合が生じるため危惧するので、歯止めをしっかりと書き込んでいく必要がある。

25 教育基本法、学校教育法、学習指導要領の遵守が基本。

・ 小・中学校段階で様々な事情で転校する児童生徒について、一貫教育実施校と通

常の小・中学校で教育内容があまりに異なるようなことがあれば心配である。

○ 以上のように、設置者の判断に基づき、教育課程の基準の特例を活用できるように

30 することについて、９年間の義務教育の質保証や地域の実情に対する配慮を行った上

で認める方向で検討すべきとの意見があった。

一方で、現行制度の範囲内でも各学校は独自の取組を行うことが可能であり、そう

した現行制度の範囲内でできることに優先的に取り組むべき、基礎教育である義務教

育においては全国の学校において同じ教育が受けられることを担保すべき、転校する

35 児童生徒にとって教育内容が大きく異なることがないようにすべき、特定の小学校か

ら特定の中学校に全員進学するとは限らないことを踏まえるべき、との意見もあった。

○ これらを踏まえると、国として、全国の学校、市町村等に対し、小中一貫教育の推

進に関する取組で教育課程の基準の特例を活用した事例、活用せずに取り組んでいる

40 事例について周知し、学校、市町村における取組を促すとともに、その成果や課題を
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把握することが求められる。

それに加え、学校、市町村において積極的に小中一貫教育を推進できるように、小

中一貫教育を実施する学校、市町村において、文部科学大臣の指定によることなく、

設置者の判断に基づき、一定の教育課程の基準の特例を活用できるようにすべきであ

5 る。

ただし、制度化に当たっては、義務教育における全国的な教育の機会均等や教育水

準を担保する必要があること、小・中学校段階では転入学する児童生徒が一定数いる

こと、小学校から中学校への進学に当たっては継続性を確保する必要があること、公

立小・中学校においては就学校が指定されることにより入学に当たっての選択性が十

10 分にはないこととの関係等を勘案して、具体的な特例の内容を検討する必要がある。

あわせて、教育基本法、学校教育法に規定された義務教育の目的・目標や小・中学

校の教育の目的・目標が確実に達成されるような形態とするとともに、学校、設置者

に対して運用に当たっての十分な配慮を求める必要がある。

15 ○ 以上を勘案し、具体的な制度として、小・中学校においては互いの学校における教

育との一貫性に配慮した教育を施すため、設置者が定めるところにより教育課程を編

成できることとすべきである。その際、小・中学校が９年間を通じた特色ある教育を

実現できるよう、小・中学校の教育課程の基準の特例として、一定の範囲内で、各学

年の各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動の授業時数を減じ、

20 当該各教科等の内容を代替できる内容の学校設定教科の授業時数に充てることができ

ることとするのが望ましいものと考えられる。

○ なお、平成１１年度に導入された中高一貫教育制度との関係については、小中一貫

教育については既に設置されている小・中学校同士が９年間一貫した教育課程を編成

25 するものであり、今後全国の多くの小・中学校への広がりが期待されるのに対し、中

高一貫教育については、生徒と保護者が従来の中学校、高等学校か中高一貫教育校か

いずれをも選択できるよう、設置者が各地域の実情を踏まえその機会を提供するもの

である点において性質の相違がある。そうした相違を踏まえつつ、各地域においては、

小中一貫教育を実施する小・中学校の設置者と中高一貫教育校の設置者が互いに連携

30 し、双方の一貫教育の趣旨・目的も踏まえた上で、地域において児童生徒の育ちを一

貫して支援するような教育の在り方について検討する必要がある。
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５．指導方法の工夫

（１）乗り入れ指導の実施に当たっての工夫

○ 小学校から中学校に進学した際、児童生徒の学習環境にもたらされる変化として、

小学校においては学級担任制であったのが、中学校においては教科担任制となること

5 が挙げられる。それに伴い、小学校教員の免許は全教科に対応した免許であったもの

が、中学校教員の免許は特定の教科に対応したものとなる。

そうした小・中学校教育の変化に円滑に対応できるよう、小中連携、一貫教育に取

り組む多くの学校においては乗り入れ指導を行い、小学校高学年段階等から教科担任

制を一部導入して指導したり、小学校から進学した生徒を見守りながら指導したりす

10 る取組が広く行われている。

乗り入れ指導は、児童生徒の不安感の軽減、それによる中１ギャップの解消、教員

の他校種に対する理解増進、義務教育段階を担当する教員であるとの意識変革、授業

改善、小・中学校教員、児童生徒の一体感の醸成等を図る仕組みとして、小・中学校

教育の質向上の観点から効果が上がっている例もあり、導入を積極的に図ることが望

15 ましい。

○ 中学校教員による小学校への乗り入れ指導は、児童の中学校進学への不安軽減等の

観点から中１ギャップの解消につながるものとして効果が高いと指摘されているが、

乗り入れ指導を行う際には、単に特定教科の免許を所有する中学校教員に小学校にお

20 いて指導してもらうというだけでなく、小・中学校教員が互いの教育課程を理解した

上で、小学校における教育課程のうち中学校教員が担当する部分まであらかじめ検討

しておくなどの工夫をすることで、より教育効果を上げていくことが望ましい。

○ 中学校教員による小学校への乗り入れ指導は、児童の中学校における学びの意欲を

25 高め、学習の楽しさを体験するとともに、中学校への進学に伴う不安を軽減すること

等に意義があるものであり、児童が学習の楽しさを実感できるように工夫して行うの

が望ましい。

乗り入れ指導が効果的であった事例については、国等が、これまでに乗り入れ指導

を実践している学校における成果を分析し、広く周知することにより、実践が更に蓄

30 積されることが望まれる。

○ また、乗り入れ指導の実施に当たっては、情報通信技術を積極的に活用し、例えば、

インターネットのテレビ会議システムを活用し、小・中学校の学級担任が小・中学校

の教室において児童生徒とともにいるとの前提で、互いの学校から離れた場所にある

35 学校にいる教員が場所を移動せず、児童生徒向けに授業をするような工夫も考えられ

る。ただし、小・中学校の児童生徒に対しては、その発達に与える影響を考慮すると、

教員が同じ教室の中で面と向かって授業を実施することが基本であるので、そうした

ことも踏まえた上でインターネットをツールとして十分に活用していく必要がある。

小・中学校教員が相互に学びあうことでそれぞれの力量を高める観点から、小・中

40 学校教員合同研修の実施や、小・中学校教員が互いに授業を見合う授業交流を行うこ
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とが考えられるが、小・中学校の校舎が離れた場所にある場合には、合同研修実施の

際にも、インターネットを活用し、校舎間の移動距離・時間を短縮するような工夫も

考えられる。

5 （２）その他の工夫

○ 複数学年で合同の授業や活動を実施することにより、異学年の児童生徒が交流する

ことで異年齢の他者と望ましい人間関係を形成したり、学習への動機付けが明確にな

ったりするなどの教育的効果が期待される。特に、児童生徒数の少ない比較的規模の

小さな学校で合同授業の導入が図りやすいものと考えられる。なお、その場合には、

10 児童生徒の発達の状況や教科等の特性を踏まえた上で、各学校段階や学年の段階に即

した目標の実現や内容の修得が求められることに留意する必要がある。
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６．教員人事や教員免許の在り方

○ 現行制度上、小学校教員は全教科を指導し、中学校教員は特定の教科を指導してい

るが、各学校段階の中で職能を高めることに加え、小中一貫教育を契機として、異な

る学校段階の教科指導について学ぶことで教員の資質能力の幅を広げるとともに質を

5 更に高め、義務教育段階の児童生徒のための教員となることで、義務教育の目的の実

現、目標の達成をよりよく図っていく必要がある。

（１）運用面の工夫

○ 教員が学校種の枠を越えて義務教育段階の教員となるための工夫の在り方として、

10 他校種における教育の在り方について早い段階から学習し、その良いところを吸収す

ることができるよう、例えば新規採用された教員を採用から数年以内に他校種で勤務

させる等、小・中学校教員間の人事交流を促進していくことが考えられる。具体的に

は、都道府県の人事異動方針に小・中学校間の教職員の交流の促進を定めることが考

えられ、その際市町村、都道府県間の連携を一層深め、対応していくことが必要であ

15 る。

○ 中学校教員等の免許状を有する者が、小学校において相当する教科等の教員となる

ことができる制度として、小学校等の専科担任制度がある。本制度については、平成

１４年の教育職員免許法の改正により、従前は、小学校で担任できる教科は音楽、図

20 画工作、体育、家庭に限定されていたところ、全教科及び総合的な学習の時間に拡大

された。

本制度は、教員が新たに他校種の免許を取得する必要もなく、学校にとって活用し

やすいものであると思われるが、小学校教諭の免許状を有していない中学校教員は、

大学における養成課程において小学校における教科の指導法等について学修していな

25 いことから、小学校における指導に困難を伴うことがあるとの指摘もある。

そこで、実際の小学校における指導に当たっては、例えば都道府県や市町村におい

て、小学校児童に対する指導に関する事項について取り扱う研修等を実施することが

考えられる。それにより個々の中学校教員の職能成長が図られ、本制度の更なる活用

が望まれる。

30

○ 小学校において乗り入れ指導を実施する中学校教員は小学校教育の中でも特に高学

年児童への特定教科の指導技術を修得する必要があり、幼小接続、小中連携、一貫教

育に携わる小学校教員は特に低学年、高学年児童に関する指導技術を修得する必要が

あるように、個々の教員に応じ、特に修得が求められる指導技術は異なることとなる。

35 よって、都道府県や市町村においては、例えば、小学校６年間の全教科に対応した研

修メニューだけでなく、低・中・高学年の児童に対する指導に特化した研修や、特定

教科に限定した研修を実施するなど、修得したい指導技術ごとに研修を開講すること

についても検討することが求められる。また、小・中学校教職員による合同研修によ

り、互いの学校種における指導技術を身に付けることも有効であると考えられる。

40
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*1 平成 22 年度学校教員統計調査結果より

*2 本制度改正を受け、平成 14 年度～平成 21 年度に隣接校種の免許状を取得した件数は、小学校教諭による中学校教諭２種免許状取
得 588 件、中学校教諭による小学校教諭２種免許状取得 3,746 件となっている。（文部科学省「教員免許状授与件数等調査」より）

（２）教員免許状取得に係る工夫

○ 小・中学校の両方の教員免許を有している者については、小学校教員のうち中学校

教員の免許を所有している者は 62.0 ％、中学校教員のうち小学校教員の免許を有して

いる者は 25.9 ％となっており*1、特に小学校教員の免許を有する中学校教員の割合が

5 低くなっている。一方、乗り入れ指導を実施する場合には、中学校教員が小学校に乗

り入れるケースが多いことから、乗り入れ指導の円滑な実施に当たって工夫が求めら

れる。

○ 小学校教員が中学校で、又は中学校教員が小学校で（こうした小学校に対する中学

10 校又は中学校に対する小学校のことを、以下「隣接校種」という。）指導するための

資質・能力を身に付けるためには、

① 隣接校種に係る免許状を取得すること

② 専科担任制度を活用して小学校で特定の教科の担任をする場合における研修の実

施

15 の２通りが考えられる。

○ 平成１４年の教育職員免許法の改正では、専科担任制度の要件緩和のほか、教職経

験を有する者の隣接校種の教員免許状の取得促進のための制度が創設された。本制度

は、３年以上の教職経験を有する者が隣接校種の教員免許状を取得しようとする場合

20 には、一定の教職経験を評価して、最低修得単位数が軽減されるというものである*2。

今後、本制度を活用した小・中学校教員による隣接校種の教員免許状取得が促進さ

れるよう、例えば、現職教員が別の免許状を新たに取得するために、都道府県教育委

員会等が開設している免許法認定講習の受講の周知や、既に都道府県教育委員会等が

開設している免許法認定講習を免許状更新講習としても位置付けることで教員の負担

25 を軽減するなどの取組が考えられる。

小・中学校教員が隣接校種の免許状を取得することにより、小学校教員は自らが教

授する内容が中学校における学習にどのようにつながっていくのかを理解しながら指

導し、中学校教員は小学校における学習の程度を把握した上で各分野の指導をするこ

とができ、小学校と中学校の系統性を確保していくことに資することとなる。

30

○ 「義務教育免許状」など、複数の学校種をまとめた教員免許状の創設は、要修得単

位数の増加の課題等もあり、中長期的な検討課題ではあるが、更なる隣接校種の教員

免許状の取得促進のため、例えば、複数免許状を取得する場合の最低修得単位数の設

定の在り方について検討されることを期待する。

35 また、学生が、教員養成課程において、義務教育９年間における児童生徒の発達や

教育課程等について学修し、小・中学校の両学校種における物事の見方・考え方いず

24



れも理解した上で９年間を見通した物事の見方・考え方ができるような教員養成課程

の在り方、教員免許制度の運用が求められる。

○ さらに、小中連携、一貫教育を実施する小・中学校教員は、隣接校種の児童生徒を

5 指導するに当たり、これまで以上に広範囲の発達段階にある児童生徒への対応が求め

られるが、児童生徒一人ひとりに寄り添い、自立を促すという教員としての業務を適

切に行うためにも、教員養成課程における教育哲学や教育史等の教育の基礎理論に関

する科目の重要性が改めて認識されるべきである。

10
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７．校地・校舎、通学区域等に関する工夫

（１）校地・校舎等に関する工夫

○ 小中連携、一貫教育を実施している小・中学校の校地・校舎の在り方は多様である。

実態調査によれば「同一施設内に小学校と中学校を設置しているもの」は全国で小・

5 中学校各 279 校存在するとの結果となっており、小中連携、一貫教育を実施する小・

中学校のほとんどは校地・校舎が離れた場所にある学校同士であるといえる。こうし

た現状を踏まえつつ、今後、小中連携、一貫教育の効果的な実施に資する学校施設の

在り方について、国として検討することが必要である。

10 ○ 校地・校舎が離れた場所にある小・中学校又は隣接していても小・中学校が異なる

校舎である場合には、教員や児童生徒の移動に時間がかかり、顔を合わせる機会が減

るため、乗り入れ指導、合同行事、授業交流等の実施や、それに関する教員同士の打

合せや連絡を頻繁に行うことは困難であることから、例えば、グループウェアや電子

掲示板を活用し、インターネットを経由して連絡調整を行うといった工夫をすると効

15 果的であると考えられる。

○ 小・中学校の校舎が一体となっている場合又は併設されている場合については、小

・中学校教員間の日常的な連携を図りやすくする観点から、職員室を一体とすること

も考えられる。これにより、教員の意識が、小学校、中学校という学校段階ごとに分

20 かれたものから、義務教育９年間に責任を持つ教員という風に変化していくことが望

まれる。また、職員室を一体とする以外にも、特別教室や図書室、保健室、体育館を

共用とするといった工夫も考えられる。

その際、小学校低学年の児童と中学校の生徒の発達上の違いを踏まえ、無理なく共

用できるか否かを考慮しておく必要がある。

25 さらに、校舎が一体となっている小・中学校については、小学校低学年の児童と中

学校生徒では運動能力に差があることから、学校における事故防止の観点から、児童

生徒の動線に配慮した設計とすることが求められる。

○ 小中一貫教育を推進する小・中学校においては、教育課程上、９年間の学年を「４

30 ・３・２」「５・２・２」等に区分して、各区分ごとに教育活動の目標を設定し、特

に小学校から中学校に移行する段階の学年区分においては一部教科担任制の導入や、

中学校教員による乗り入れ指導の実施に取り組むものがあるが、このような学年区分

を設定する際には、小・中学校の校舎の在り方をどのようにしていくかについても併

せて検討し、学年区分設定の趣旨をよりよく実現できるよう、工夫することが望まし

35 い。校舎の在り方が学年区分に対応したものとなっていると保護者の理解が得やすく

なるといった効果も期待できる。

○ 小中連携、一貫教育推進のため、校舎や屋内運動場を一体化するに当たって、既に

ある学校を改築する場合、小学校同士又は中学校同士の統合に伴う新増築よりも国庫

40 補助率が低い。同等程度の補助を行うことや共用部分の在り方について、国として検
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討することが必要である。

（２）通学区域等に関する工夫

○ 小・中学校の通学区域については、例えば、「１小１中」や「３小１中」のように、

5 中学校の通学区域に、連携、一貫教育を行う小学校の通学区域が含まれるような形態

となっている地域がある一方で、各小学校の通学区域が中学校の通学区域に含まれる

ような形態となっておらず、一つの小学校から複数の中学校に進学するような形態と

なっている地域もある。特に後者のような場合には、小中連携、一貫教育の実施に当

たり工夫が求められる。

10

○ 市町村内に多様な設定の通学区域がある中で小中一貫教育を実施する場合には、連

携する小・中学校ごとに教育課程の在り方を共通化し、教職員が協働して実施してい

くことで、９年間を通して系統的な教育活動を展開していくことが考えられる。これ

により、どの小学校からどの中学校に進学しても、当該地域の児童生徒は９年間の小

15 中一貫教育が保障されることとなる。

市町村において、中学校の通学区域と小学校の通学区域が必ずしも完全に一致して

いるわけではないという課題がある場合、既存の中学校区を基本としたブロックを設

け、複数中学校と複数小学校が連携するブロック、１校の中学校と複数小学校が連携

するブロック、１校の中学校と１校の小学校が連携するブロック等の類型を設けるこ

20 とが考えられる。これにより、連携が図りづらい小・中学校であっても、市町村独自

の小・中学校９年間を通じた教育課程の編成の方針を作成し、それに基づき、各ブロ

ックにおいて小・中学校教員が合同でカリキュラム編成を行うことで、教科等の面で

小学校から中学校へ円滑に接続できる環境を整えるといった工夫が考えられる。

25 ○ 小・中学校の児童生徒については、地域に根ざした学校において、保護者や地域住

民に見守られながら教育を受けられるような工夫が求められる。小中一貫教育の実施

に当たり、特に小・中学校を一体又は併設で設計する場合には、児童の通学に過大な

負担を強いることのないよう、通学区域の設定の仕方に留意する必要がある。

30
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*1 参考資料１参照
*2 文部科学省より株式会社ベネッセコーポレーション・ベネッセ教育研究開発センターに委嘱して実施。義務教育に関する評価や期
待、子どもの家庭での生活状況等に関して質問紙調査を実施。

８．義務教育学校制度（仮称）創設の是非について

○ 義務教育学校制度（仮称、以下同じ。）については、学校教育法第１条に規定する

「学校」（以下「１条校」という。）として、現行の小・中学校の課程に相当する課程

5 を併せ持ち、義務教育として行われる普通教育を一貫して施す９年制の学校を想定し

ており、『新しい時代の義務教育を創造する』（平成１７年１０月２６日中央教育審議

会答申）には以下のような指摘がある。

『新しい時代の義務教育を創造する』（平成 17 年 10 月 26 日中央教育審議会答申）（抜粋）

10 第１章 教育の目標を明確にして結果を検証し質を保証する

－義務教育の使命の明確化及び教育内容の改善－

（３）義務教育に関する制度の見直し

○ 義務教育を中心とする学校種間の連携・接続の在り方に大きな課題があることがかねて

から指摘されている。また、義務教育に関する意識調査では、学校の楽しさや教科の好き

15 嫌いなどについて、従来から言われている中学校１年生時点のほかに、小学校５年生時点

で変化が見られ、小学校の４～５年生段階で発達上の段差があることがうかがわれる。研

究開発学校や構造改革特別区域などにおける小中一貫教育などの取組の成果を踏まえつつ、

例えば、設置者の判断で９年制の義務教育学校を設置することの可能性やカリキュラム区

分の弾力化など、学校種間の連携・接続を改善するための仕組みについて種々の観点に配

20 慮しつつ十分に検討する必要がある。

○ 上記答申以外にも、『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習

指導要領等の改善について』（平成 20 年 1 月 17 日中央教育審議会答申）のほか、政府

25 の各種会議においても、小中一貫校の制度化や義務教育学校の法制化を検討する、又

は望むと指摘されている
*1
。

○ 一方で、平成１６、１７年に文部科学省が委嘱して実施した『義務教育に関する意

識調査』
*2
結果においては、以下のようになっている。

30

（「賛成」＋「まあ賛成」と回答した割合）

・「６－３制を５－４制などに変更する」

保護者13.2％、学校評議員17.1％、一般教員14.2％、校長・教頭24.0％、

35 教育長22.3％、首長17.3％

・「９年制の小中一貫校をつくる」

保護者 30.6 ％、学校評議員 42.1 ％、一般教員 27.3 ％、校長・教頭 33.5 ％、

教育長 46.7 ％、首長 51.1 ％

40 （反対よりは賛成が多かったが、保護者や一般教員の約半数は意見を明確にしていない）
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*4 平成１７年の中央教育審議会答申においても「国は、このような義務教育の目標が確実に実現されるよう、義務教育段階への十
分な投資を行い、教育条件の整備に万全を期すとともに、示した目標が実現されているかどうかについて評価し、それを踏まえ、
義務教育の質の保証と更なる向上に取り組んでいく必要がある。」（第１章（１）ア義務教育の目標の明確化）とされている。

○ こうした状況を踏まえた上で、本作業部会において義務教育学校制度について検討

したが、検討に際しては、

・ 制度創設の意義、必要性は何か

・ 既存の小・中学校制度との関係を考えた場合、初等教育段階から学校教育制度を

5 複線化することとなる点をどのように考えるか

・ 市町村が義務教育学校を設置する場合に教育委員会が児童生徒の住所地に基づき

小・中学校又は義務教育学校を就学校として指定することとするのか、又は義務教

育学校への就学を保護者の選択に委ねることとするのか

・ 教育課程、教員免許等についてどのように考えるか

10 等の点について議論し、各委員からは次のような意見が出された。

＜義務教育学校制度の創設に賛成との意見＞

・ 地域の実情に応じて制度を選択できるようにするため、義務教育学校制度を創設

し、各学校、設置者が義務教育学校の設置について判断するような仕組みとするの

15 が望ましい。

・ 国の役割として義務教育修了時の学力保証があり
*4
、義務教育を一体的に捉え９年

間で児童生徒の学力向上を図っていく観点からは、義務教育学校制度の創設は極め

て自然な発想である。義務教育学校制度を創設した上で、９年間の学年区分（４・

３・２や５・２・２等）については、学習指導要領を満たしながら、設置者が判断

20 できるようにするとともに、児童生徒が転学又は編入学した場合の対応を、学校に

おいて責任を持って行うこととするのが望ましい。

・ 義務教育学校制度を創設した上で、教員免許の在り方を、現行の小・中学校教員

免許の在り方のように大きく異なるものから、義務教育段階の児童生徒に教授する

教員のための免許となるよう見直すとともに、学習指導要領の在り方も、各学校段

25 階別に作成するのではなく、義務教育段階の学習指導要領として作成するようにす

ることが望ましい。

・ 義務教育学校制度を創設した上で、教育課程については弾力的に編成できるよう

にする必要がある。

・ 小・中学校における教育課程上の無用な重複が省略できるのであれば、義務教育

30 学校制度を創設する意義があるのではないか。

・ 義務教育学校制度を創設した場合、地域レベルでは既存の小・中学校が集約され

るのかが最大の問題になると思われ、その意味で、新しい町作りをする地域におい

ては義務教育学校を導入してもきめ細かく配慮することができてよい。

35 ＜義務教育学校制度の創設には慎重であるべきとの意見＞

・ 義務教育学校制度を創設した場合、９年間ほとんど同一の集団で学んでいくこと
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となるが、児童生徒が９年間の途中で挫折した場合等、学校が変わることによる再

チャレンジの機会がないこととなり、心配である。

・ 特に地方においては、学校が町の中心となっており、小・中学校が義務教育学校

に一本化することで、学びの拠点である学校の数が減ることとなるのは、大きな問

5 題であり、義務教育学校制度については慎重に検討する必要がある。

・ 小中連携・一貫教育に取り組んでいる学校のねらいは、中１ギャップの解消、学

力向上、コミュニティの育成、小規模校の活性化等であり、義務教育学校制度の創

設によりこうした課題が解決されるとは思えず、結論として制度の創設は時期尚早

である。

10 ・ 義務教育学校制度の創設に関しては、①９年間一貫した教育を施すことの是非、

②一部の学校に９年制を導入することの是非に分けて検討する必要があり、①につ

いては小学校６年、中学校３年の教育効果を検証する必要があり、②については事

実上学校教育制度の複線化となり、選択させるというが、小学校入学時の６歳の児

童などでは通学できる範囲が限られ選択不可能である上、一つの自治体の中に小学

15 校、中学校、中等教育学校、義務教育学校があることがシステムとしてどのような

効果をもたらすのかが不明であることから、小・中学校教育の連携の在り方として

義務教育学校制度の創設は疑問である。

・ 児童生徒は義務教育段階を９年一貫の学校とした場合、人間関係が固定化し、リ

セットする機会が失われる等により閉塞感等を感じるものと思われ、そうした児童

20 生徒の目線に合わせて制度の是非について検討すると、義務教育学校制度の創設に

は慎重にならざるを得ない。

・ 中高一貫教育について、制度化当時、国会の附帯決議で受験エリート校化、受験

競争の低年齢化を招かないよう配慮する旨指摘があるが、それと同様、義務教育段

階で小・中学校と異なる義務教育学校を創設することにより、上記指摘のような事

25 態が懸念される。

○ 以上を総合すると、本作業部会においては義務教育学校制度の創設に賛成する意見

もある一方で、義務教育学校制度を創設した場合の、人間関係の固定化による再チャ

レンジの機会の喪失や、初等教育段階から複線化すること等への懸念が示された。

30

○ 義務教育学校制度を創設することに期待されていることとして、義務教育の継続性

の確保、小・中学校の教育課程に関する柔軟な対応、小・中学校教員の他校種の児童

生徒に対する指導力の向上、校地・校舎の一体的運用といった点があり得るが、これ

らはいずれも、現行制度において対応可能な面が多い。さらに、教育課程に関する柔

35 軟な対応については、設置者の判断で一定の教育課程の基準の特例を活用できるよう

にすることで、小中一貫教育の取組の広がりが期待できる。

○ 以上のことから、国としては、学校、市町村において積極的に小中一貫教育を推進

できるように、現行の小・中学校制度を基本としつつ、小中一貫教育を実施する学校、

40 市町村において、文部科学大臣の指定によることなく、設置者の判断に基づき、一定
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の教育課程の基準の特例を活用できるようにすべきである。

具体的には、４．（３）学習指導要領の範囲を超えた教育課程の基準の特例の必要

性において述べたとおり、小・中学校においては互いの学校における教育との一貫性

に配慮した教育を施すため、設置者が定めるところにより教育課程を編成できること

5 とすべきである。その際、小・中学校が９年間を通じた特色ある教育を実現できるよ

う、小・中学校の教育課程の基準の特例として、一定の範囲内で、各学年の各教科、

道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動の授業時数を減じ、当該各教科等

の内容を代替できる内容の学校設定教科の授業時数に充てることができることとする

のが望ましいものと考えられる。

10 本特例により、義務教育学校制度に期待されている役割を果たすとともに、小・中

学校の特色ある教育の実現に資することとなるものと考えられる。

○ また、本特例が普及し、小中一貫教育の豊富な実践が蓄積された上で、将来的に改

めて義務教育学校制度の創設について検討する場合には、本特例を活用して小中一貫

15 教育を推進する学校、設置者の取組、ニーズ、成果や課題等について把握、検証した

上で、「初等教育」と「中等教育」のいずれの段階も含む形態で、一つの学校種とし

て「義務教育学校」を制度化することの是非、初等教育段階から学校教育制度が複線

化することに対する考え方、既に制度化されている「中等教育学校」との制度的整合

性等について、十分な検討を進めることが必要である。

20
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まとめ

○ 小中連携、一貫教育については、これまで述べたとおり、小学校における教育と中

学校における教育を円滑に接続するため、全国の学校、市町村が独自に取組を進めて

5 きており、現行制度の下でも、各学校や市町村の特色ある多様な取組が推進されてき

ている。

○ 国、都道府県、市町村においては、本意見等の整理において提案した事項も念頭に

置きつつ、全国の小・中学校関係者が、各々の多様な取組を活かす形で、小・中学校

10 間の連携をより一層図るとともに円滑な接続を確保していけるよう、小・中学校への

支援に努める必要があり、それにより、今後より多くの小・中学校において小中連携、

一貫教育が導入されることが望まれる。

○ 本作業部会としては、学校及び関係者の努力により、小中連携、一貫教育を推進す

15 る全国の小・中学校が活性化し、教育内容や指導方法の充実が図られることで、義務

教育期間全体として教育の質が向上し、義務教育の目的、目標に掲げているような資

質や能力、態度をより良く養うことにより、子どもたちがこれからの社会をたくまし

く生き抜いていくための力をよりよく身に付けていくことを期待する。

20
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参考資料１

教育振興基本計画、中央教育審議会答申等における

小中連携、一貫教育に関する記述

Ⅰ 教育振興基本計画における記述

○ 『教育振興基本計画』（平成20年７月１日閣議決定）（抜粋）

第３章 今後５年間に総合的かつ計画的に取り組むべき施策

（３）基本的方向ごとの施策

基本的方向２ 個性を尊重しつつ能力を伸ばし，個人として，社会の一員として生きる

基盤を育てる

① 知識・技能や思考力・判断力・表現力，学習意欲等の「確かな学力」を確立する

◇ 総合的な学力向上策の実施

・ ６－３－３－４制の弾力化に関し，小中一貫教育やいわゆる飛び級を含め，幼児

教育と小学校との連携など，各学校段階間の円滑な連携・接続等のための取組に

ついて検討する。

Ⅱ 中央教育審議会答申における記述

○ 『新しい時代の義務教育を創造する』（平成17年10月26日中央教育審議会答申）（抜粋）

第１章 教育の目標を明確にして結果を検証し質を保証する

－義務教育の使命の明確化及び教育内容の改善－

（３）義務教育に関する制度の見直し

○ 義務教育を中心とする学校種間の連携・接続の在り方に大きな課題があることがかね

てから指摘されている。また、義務教育に関する意識調査では、学校の楽しさや教科の

好き嫌いなどについて、従来から言われている中学校１年生時点のほかに、小学校５年

生時点で変化が見られ、小学校の４～５年生段階で発達上の段差があることがうかがわ

れる。研究開発学校や構造改革特別区域などにおける小中一貫教育などの取組の成果を

踏まえつつ、例えば、設置者の判断で９年制の義務教育学校を設置することの可能性や

カリキュラム区分の弾力化など、学校種間の連携・接続を改善するための仕組みについ

て種々の観点に配慮しつつ十分に検討する必要がある。

○ 『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について』

（平成20年1月17日中央教育審議会答申）（抜粋）

６．教育課程の基本的な枠組み

（４）発達の段階に応じた学校段階間の円滑な接続

○ なお、現在、研究開発学校制度などを活用して、小・中学校の９年間を見通した両者

の円滑な接続のため取組が行われている。義務教育で一貫した教育を行う義務教育学校

については、平成１７年の中央教育審議会答申において、「設置者の判断で９年制の義

務教育学校を設置することの可能性やカリキュラム区分の弾力化など、学校種間の連携

・接続を改善するための仕組みについて」検討するとされており、これらの取組状況も
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踏まえ、引き続き中央教育審議会において審議することが必要である。

Ⅲ 教育再生会議、教育再生懇談会報告における記述

○ 教育再生会議・第３次報告（平成19年12月25日）（抜粋）

７つの柱

１．学力の向上に徹底的に取り組む ～未来を切り拓く学力の育成～

（２）「６－３－３－４制」を弾力化する

○子供の発達に合った教育のため、小中一貫教育を推進し、制度化を検討する

各 論

１．学力の向上に徹底的に取り組む ～未来を切り拓く学力の育成～

（２）「６－３－３－４制」を弾力化する

○子供の発達に合った教育のため、小中一貫教育を推進し、制度化を検討する

・ 文部科学省の研究開発学校、構造改革特区等で行われている、６－３制や小

中のカリキュラム編成の特例について、より簡単に一般の学校でも取り組める

ように制度を見直す。小中一貫校の制度化についても検討する。この場合、小

中一貫校と他の学校との間でスムーズに転校、進学ができるよう配慮する。

・ 幼小連携をはじめ、小中、中高、高大の間の接続や連携の仕方、区切りのな

い一貫教育など、柔軟な取組を可能にする。

○ 教育再生会議・最終報告（平成20年1月31日）（抜粋）

（別添）フォローアップのためのチェックリスト

学力の向上

【検討を開始すべき事項】

④「６－３－３－４制」の弾力化（小中一貫校、飛び級の検討、大学への飛び入学の促

進など）

○ 教育再生懇談会・第4次報告書（平成21年5月28日）（抜粋）

１ 「教育安心社会」の実現―「人生前半の社会保障」の充実を―

【学校教育の信頼回復】

（３）保護者から信頼される公教育の確立

子供たちの育ちや学習の系統性・連続性を保証するという観点から、幼稚園・保育所と

小学校、小学校と中学校、中学校と高等学校の校種間連携を促進する。特に、子供の心身

の発達上の変化や多様化、「中一ギャップ」や学力低下に対応するため、既に一部の自治

体で取組が進められ、一定の成果が上がっている小中一貫教育の取組を踏まえて、義務教

育学校の法的な位置付けを明確にし、小学校高学年からの教科担任制の導入など、取組を

支援するために必要な方策を早急に検討する。

Ⅲ 小中一貫教育全国連絡協議会による小中一貫教育全国サミット２０１１ 共同

宣言における記述
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【サミット宣言】（平成２３年７月２９日）

私たちは、子どもたちの確かな学力の向上と規範意識の涵養・社会性の定着に向けて、全

国各地における実践の成果を共有し、保護者・地域との連携を深めながら、小中一貫教育の

更なる充実を目指します。

私たちは、小中一貫教育を通して子どもたちに確かな学力を身に付けさせるとともに、

人間性・社会性をはぐくみます。このためには、保護者や地域をはじめ、子どもたちを取

り巻く社会全体で力を合わせることが重要です。この間の実践で明らかになった成果と課

題を共有し、協力し合い、小中一貫教育の一層の充実・発展に邁進いたします。

小中一貫教育をさらに推進するために、義務教育学校の設置を定めた法整備の実現を望み

ます。

私たちは、地域の実態に応じて小中一貫教育をはじめとした様々な試みを通して、義務

教育の質の向上に努め、その成果を共有してまいりました。こうした取組をさらに充実・

促進するために、義務教育学校の設置を具体化できるような法整備を望みます。
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小学校と中学校との連携
についての実態調査

（結果）

平成２３年１０月１４日

文部科学省

参考資料２

1

【調査対象】

・都道府県・市町村教育委員会

※市町村教育委員会の回答数：１７６３
（学校組合教育委員会等で、組合構成市町村と合わせて回答している場合があるた
め、全教育委員会数とは一致しない。）

【主な調査項目】

・ 教育委員会としての方針

・ 小・中学校における取組（乗り入れ授業、教科担任制 等）

・ 小・中連携のねらい、成果、課題

【調査時期】

平成２２年１１月１日現在

調査対象・項目

（注）調査結果中に示した平成２１・２２年度の全学校数は都道府県立を除く公立学校の数。
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2

１ 市町村教育委員会回答

3

１－（1） 教育委員会として、小・中連携を推進するための方針や計画を定めているか。

１－（2） 教育委員会として、小・中連携を推進するため、小・中９年間を通じた教育課
程の編成の方針を定めているか。

１－（3） 小・中連携を推進するため、異校種間における教員の乗り入れ授業を、年間
にわたり計画的かつ継続的に実施した学校があるか。

１－（4） 小・中連携を推進するため、教科担任制を実施した小学校があるか。

１－（5） 小・中学校を一体的に運営するための組織（「○○学園」等）を設けているか。

１－（6） 小・中連携を推進するための小・中合同の委員会等を設けている学校がある
か。

１－（7） 小・中連携を推進するという目的のための教職員の兼務発令を実施した学校
があるか。

１－（8） 小・中連携を推進する学校の施設の状況

調査項目
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4

１－（9） 小・中連携を推進するため、市町村の主催により、小・中学校の教員が合同で
参加する授業研究のための会議等を恒常的に設けているか。

１－（10） 小・中連携を推進するため、平成２２年度又は過去２年間において、市町村
による研究指定事業を実施したか。

１－（11） 全回答数１７６３のうち、１－（1）～（7）（9）（10）いずれかの取組を行っている
市町村の数

１－（12） 小・中連携を推進しつつ、地域との関わりを深めることを目的として取り組ん
でいる事項

１－（13） 小・中連携を進めようとするねらい

１－（14） 小・中連携の取組の成果

１－（15） 小・中連携の取組の課題

１－（16） その他、小・中連携を進めるための取組

１－（17） 全回答数１７６３のうち、１－（1）（2）（10）いずれかの取組を行っている市町
村の数

調査項目

5

110

1070

583

6%定める予定

61%定めていない

33%定めている

583, 33%

1070, 61%

110, 6%

定めている

定めていない

定める予定

１－（1）教育委員会として、小・中連携を推進
するための方針や計画を定めているか。

20
4 6 12 11

23

42 48
65

129

223

0

50

100

150

200

250

12以前 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

「定めている」場合の策定時期（年度）

38

43

10

3 2

14

0

10

20

30

40

50

22 23 24 25 26 未定

「定める予定」の場合の策定予定時期（年度）

（平成22年11月1日現在）
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6

１－（2）教育委員会として、小・中連携を推進
するため、小・中９年間を通じた教育課程の編
成の方針を定めているか。

「定めている」場合の策定時期（年度） 「定める予定」の場合の策定予定時期（年度）

7%115
（1）で回答した方針
等の中で定めている

6%101定める予定

84%1489定めていない

3%58定めている

58, 3%

1489,
84%

115, 7%

101, 6%

定めている

定めていない

定める予定

（1）で回答した方針等の
中で定めている

1
0 0 0

5

8

10

19

15

0

5

10

15

20

14 15 16 17 18 19 20 21 22

27

35

9
7

3

20

0

10

20

30

40

22 23 24 25 26 未定

（平成22年11月1日現在）

7

１－（3）小・中連携を推進するため、異校種間に
おける教員の乗り入れ授業を、年間にわたり計
画的かつ継続的に実施した学校があるか。

64%1122実施した学校がない

36%641実施した学校がある
641, 36%

1122, 64%

実施した学校がある

実施した学校がない
「実施した学校がある」場合

（12%）

（6%）

2548校
中学校の教員が授業を
実施した小学校の数

647校
小学校の教員が授業を
実施した中学校の数

※ （ ）内の％は平成２１年度の全学校数に占める割合
平成２１年度の全学校数

小学校：21974校
中学校：9992校

（平成21年度）
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8

１－（4）小・中連携を推進するため、教科担任
制を実施した小学校があるか。

78%1383実施した学校がない

22%380実施した学校がある

380, 22%

1383, 78%
実施した学校がある

実施した学校がない

「実施した学校がある」場合

実施校数の

多い教科学校数

音楽、理科、家庭

音楽、理科、家庭

音楽、理科、図工

音楽、理科、図工

音楽、体育、図工

音楽、体育、図工

（10%）

（9%）

（5%）

（4%）

（1%）

（1%）

2299校第６学年で実施

2006校第５学年で実施

1126校第４学年で実施

842校第３学年で実施

300校第２学年で実施

201校第１学年で実施

※ （ ）内の％は平成２１年度の全学
校数に占める割合

平成２１年度の全学校数
小学校：21974校

（平成21年度）

9

１－（5）小・中学校を一体的に運営するための
組織（「○○学園」等）を設けているか。

97%1716設けていない

3%47設けている

47, 3%

1716, 97%
設けている

設けていない「設けている」場合の組織数合計：１１１

【組織の名称】
・最も回答が多かったもの：「○○学園」（５３組織）

※他の例：○○小中学校、○○小中一貫校 等

【構成する小学校と中学校の数】
・回答が多かったもの：小学校１校・中学校１校（５９組織）

小学校２校・中学校１校（３６組織）

（平成21年度）
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10

１－（6）小・中連携を推進するための小・中合
同の委員会等を設けている学校があるか。

53%940設けている学校がない

47%823設けている学校がある
823, 47%

940, 53%

設けている学校がある

設けている学校がない

4157校

8753校

4206

（42%）中学校数

（40%）小学校数

委員会等の数

「設けている学校がある」場合

※ （ ）内の％は平成２２年度の全学校数に占める割合
平成２２年度の全学校数

小学校：21713校
中学校：9925校

（平成22年11月1日現在）

※ １つの中学校が複数の委員会に参加している場合
等がある。

11

１－（7）小・中連携を推進するという目的のた
めの教職員の兼務発令を実施した学校がある
か。

84%1476実施した学校がない

16%287実施した学校がある

287, 16%

1476, 84% 実施した学校がある

実施した学校がない

「実施した学校がある」場合

(6.5%)

(0.7%)

(0.4%)

(0.2%)

(0.8%)

(2.1%)

(0.4%)

(0.1%)

(0.1%)

(0.3%)

本務校

453校

78校

32校

27校

74校

小学校数

645校

73校

44校

20校

79校

中学校数

1098校教諭

151校主幹教諭

76校教頭

47校副校長

153校校長

計
兼務発令
を実施し
た職

※ （ ）内の％は平成２１年度
の全学校数に占める割合

平成２１年度の全学校数
小学校：21974校
中学校：9992校

（平成21年度）
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12

１－（8）小・中連携を推進する学校の施設の状況

（2.8％）279中学校

（1.3％）279小学校

（平成22年11月1日現在）

同一施設内に小学校と中学校を設置しているもの

※ （ ）内の％は平成２２年度の全学校数に占める割合
平成２２年度の全学校数

小学校：21713校
中学校：9925校

13

１－（9）小・中連携を推進するため、市町村の
主催により、小・中学校の教員が合同で参加
する授業研究のための会議等を恒常的に設け
ているか。

61%1075設けていない

39%688設けている

688, 39%

1075, 61%

設けている

設けていない

（平成22年11月1日現在）

「設けている」場合の平成21年度における実施回数

割合

市町
村数

回数

100.0%1.6%5.5%13.2%6.1%7.3%10.0%19.2%16.7%17.6%2.8%

68811389142506913211512119

計25以上13～247～126543210

※ 平成22年度から会議を設けた市町村については、平成21年度
の実施回数は「0」になっている。
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１－（10）小・中連携を推進するため、平成２２
年度又は過去２年間において、市町村による
研究指定事業を実施したか。

78%1383実施していない

22%380実施した

380, 22%

1383,
78%

実施した

実施していない

平成２０年度～２２年度の事業数等

305623931867対象学校数

事業数 347290235

平成22年度平成21年度平成20年度

15

１－（11） 全回答数１７６３のうち、１－（1）～（7）
（9）（10）いずれかの取組を行っている市町村の数

（21.6%）380１－（4） 教科担任制を実施した小学校

（36.4%）641１－（3） 異校種間における教員の乗り入れ授業の実施

（2.7%）47１－（5） 小・中学校を一体的に運営するための組織（「○○学園」等）

（46.7%）823１－（6） 小・中合同の委員会等

（16.3%）287１－（7） 教職員の兼務発令

（39.0%）688１－（9） 市町村主催の小・中学校教員の合同会議等

（72.4％）

（21.6％）

（3.3％）

（33.1％）

1276１－（1）～（7）（9）（10）いずれかの取組を行っている市町村の数

380１－（10） 市町村による研究指定事業

58１－（2） 教育委員会による小・中９年間を通じた教育課程の編成の方針

583１－（1） 教育委員会としての方針や計画
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１－（12）小・中連携を推進しつつ、地域との関
わりを深めることを目的として取り組んでいる
事項

【１－（12）の調査対象】
１－（3）～（7）のいずれかの取組を行っている学校

（13.4%）1334校（13.1%）2839校その他

（7.9%）783校（8.0%）1733校学校支援地域本部による取組

（2.6%）256校（2.9%）628校
学校運営協議会（コミュニティ・
スクール）による取組

中学校数小学校数

※ （ ）内の％は平成２２年度の全学校数に占める割合
平成２２年度の全学校数

小学校：21713校
中学校：9925校

17

【「その他」の例（自由記述）】

・ 中学校単位で地域のボランティア希望者を登録し、中学校区の各学校の学習支援等に協力してもらって
いる。

・ 市のまちづくりプランの中で、各中学校区ごとに地域人材や地域の自然・施設を活用した授業を行うなど
の取組を実施している。

・ 「ふるさと教育」として、小・中学校ともに、地域に伝わる伝統芸能に取り組んでいる。

・ 町主催の幼小中一貫教育研究会において、９年間を見通した教育課程の編成や、基礎学力の定着のた
めの円滑な連携の在り方について、地域への授業公開等を行うとともに、地域連携部会により保護者、地
域住民と一体となった教育環境づくりを進めている。

・ 全中学校区に、学校関係者・保護者・地域住民と教育委員会事務局で構成する小中一貫教育推進協議
会を設置し、地域ぐるみの教育環境づくり等について定期的に話し合いを行っている。

・ 学校関係者評価を、同じ評価員で、小・中合同で行っている。

・ 保護者・地域住民向けの小・中連携に関する広報紙の発行や、説明会の開催。

１－（12）小・中連携を推進しつつ、地域との関
わりを深めることを目的として取り組んでいる
事項
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【１－（13）～（15）の調査対象】
１－（3）～（7）のいずれかの取組を行っている市町村
（１０５０）

１－（13）小・中連携を進めようとするねらい

95%

91%

82%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習指導上の成果を上げるため

生徒指導上の成果を上げるため

教職員の指導力の向上につなげるため

その他

19

１－（13）小・中連携を進めようとするねらい

【「その他」の例（自由記述）】

・ 小学校から中学校に進学する際に、学習面や生活面での段差を感じ、戸惑いを見せたり、不登校傾向を
示したりする生徒が見られるため、個に応じた指導の工夫・改善や指導と評価の一体化を図り、スムーズに
学校生活が送れるようにするため。

・ 問題を抱える子や特別な支援を要する子のスムーズな進学をサポートしていくため。

・ キャリア教育を柱とし、義務教育９年間で子ども達が社会の一員としての責任を担い、社会的な自己実現
を図ろうとする意欲や態度を継続的に育てていくことをねらいとしている。

・ 児童生徒の学習面・生活面・体力面の向上を図るために、義務教育９年間の発達段階を踏まえ、一貫性
のある教育活動を推進する。

・ 義務教育９年間を通して児童生徒を育成する、ということに対する教員の意識改革を図るため。

・ 地域の核としての学校の機能を高め、家庭・地域の教育力の向上につなげるため。

・ 児童生徒が年代を越えて交流し、進学することへの憧れを強くしたり、リーダーシップを取ることで自尊感
情や思いやりの心情を醸成したりするため。

・ 小学校における英語教育充実を図るため。
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37

1013

4%成果が認められない

96%成果が認められる

1013, 96%

37, 4%

成果が認められる

成果が認められない
「成果が認められる」場合の内容

１－（14）小・中連携の取組の成果

58%

74%

50%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習指導上の成果があった

生徒指導上の成果があった

教職員の指導力の向上につながった

その他

（注）「成果が認められない」と回答したものの内には、
「取組を始めたばかりであり、成果の見極めができて
いない」ものを含む。

21

１－（14）小・中連携の取組の成果

【「その他」の例（自由記述）】

・ 小・中学校間の情報交換等により問題行動の減少につながった。

・ 小・中学校で、特別支援を必要とする児童生徒や家庭等に関する情報共有ができ、きめ細かい支援がで
きるようになった。

・ 中学校の教員による英語指導により、小学校児童の英語に対する興味関心を増すことができた。

・ 教員が学習の系統性を意識しながら指導計画を立てるようになった。

・ 小・中の連携委員会・研修会等により、教職員の日常的なつながり・連携の必要性の確認・情報交換・共
通認識が進んだ。

・ 中学校区内の全小・中学校であいさつ運動に取り組んだところ、学校や地域であいさつできる児童生徒が
増え、地域の方と触れ合う機会も多くなった。

・ 小・中学校の連携が図られることにより、それぞれのＰＴＡ活動や地域との行事が一体的に進められ、地
域の連帯意識の高まりや、学校への協力体制の強化が見られるようになった。

・ 小・中で連携したキャリア教育の推進により、児童会・生徒会の交流が生まれ、子どもたちによる主体的な
活動の場が広がった。

・ 中学校へ体験入学することで、入学時の心理的不安が解消され、生徒指導上の諸問題が減少し、落ち着
いて中学校生活を送れるようになった。

・ 中学校区で共通の「家庭学習強調週間」を設定し取り組んだことで、保護者の家庭学習に対する意識が
深まった。
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133

917

13%課題が認められない

87%課題が認められる

917, 87%

133, 13%

課題が認められる

課題が認められない

「課題が認められる」場合の内容

１－（15）小・中連携の取組の課題

30%

13%

34%

75%

2%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

指導計画の作成が困難

教材の開発が困難

時間割の編成が困難

小中の教職員間での打ち合
わせ時間の確保が困難

転入者への学習指導上、生
徒指導上の対応が困難

その他

（注）「課題が認められない」と回答したものの内には、
「取組を始めたばかりであり、課題の見極めができて
いない」ものを含む。

23

１－（15）小・中連携の取組の課題

【「その他」の例（自由記述）】

・ 学校内の教員間における共通理解が進んでおらず、積極的な協力が得にくい。

・ 小中教員による交換授業は、中学校からの出前授業が主なものとなっており、中学校側の負担が大きい。

・ 所有免許の関係から、兼務発令を拡大できない。

・ パソコンやプロジェクター等を使った授業がしにくい（乗り入れ授業の際、準備の時間不足や学校間で整
備状況が異なるため)。

・ 児童生徒間の交流において、移動手段と移動に要する時間の確保が難しい。

・ 教員が小・中学校間を車で移動する場合のガソリン代等が個人の負担になっている。

・ 交流が単発になりがちで，継続的なものとすることが難しい。

・ 国や県の助成が無いため、先進的な事業を行う場合の予算確保が困難。

・ 専任の小中一貫教育コーディネーター（小中学校間の連携をコーディネートする教員）が必要。

・ 市町村に人事権がないため、教職員の意識高揚を図ることが難しい。

・ 学校選択制を実施しており、小・中学校における指導の一貫性をどのように図っていくかが課題となる。

・ 小学校卒業後の進学先が複数の中学校に分かれる場合の、小中連携・小中一貫の取組の在り方。
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１－（16）その他、小・中連携を進めるための取組

・ 地域住民・保護者・学校関係者による小中一貫教育検討委員会の設置。

・ 市町村主催での、小・中連携をテーマとする学校職員研修会の実施。

・ 小中一貫教育に関するフォーラムや協議会の開催。

・ 中学校区の小・中全教職員が参加する合同研修会・授業研究会の実施。

・ 小学校６年生での中学校の授業体験や部活動体験、中学生による小学校での中学校生活説明。

・ 運動会や文化祭等の小・中合同実施。

・ 市町村が進める小中一貫教育を理解してもらうための、リーフレットを作成し、保護者・地域住民に配布。

・ 市町村において、小・中学校の円滑な接続や連携の在り方についての実践事例集を作成し、全小・中学
校に配付。

・ 市町村独自の小中一貫教育要領の作成。

・ 小中一貫教育推進加配講師の措置。

・ 小中一貫教育推進コーディネーターを配置するとともに、コーディネーター対象の研修会を実施。

・ 小中一貫教育に係る学力調査の実施。
等

25

１－（17） 全回答数１７６３のうち、１－（1）（2）（10）
いずれかの取組を行っている市町村の数

（42.0％）

（21.6％）

（3.3％）

（33.1％）

741
１－（1）（2）（10）いずれかの取組を行ってい
る市町村の数

380
１－（10）小・中連携を推進するため、平成２

２年度又は過去２年間において、市町
村による研究指定事業を実施した。

58
１－（2）教育委員会として、小中連携を推進

するため、小・中９年間を通じた教育
課程の編成の方針を定めている。

583
１－（1）教育委員会として、小中連携を推進

するための方針や計画を定めている。
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２ 都道府県教育委員会回答
（一部指定都市教育委員会回答を含む）

27

２－（1） 小・中連携を推進するため、平成２２年度又は過去２年間において、都道府県
による研究指定事業を実施したか。

２－（2） 小・中連携を推進するため、都道府県の主催により、小・中学校の教員が合
同で参加する授業研究のための会議等を恒常的に設けているか。

２－（3） 小・中連携を推進するため、貴都道府県等で独自に予算措置を講じて加配措
置を行っているか。【指定都市回答あり】

２－（4） その他人事上の工夫【指定都市回答あり】

２－（5） その他、小・中連携を進めるための取組

調査項目
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２－（1）小・中連携を推進するため、平成２２年
度又は過去２年間において、都道府県による
研究指定事業を実施したか。

62%29実施していない

38%18実施した

18, 38%

29, 62%

実施した

実施していない

平成２０年度～２２年度の事業数等

850913610対象学校数

事業数 131518

平成22年度平成21年度平成20年度

29

２－（2）小・中連携を推進するため、都道府県
の主催により、小・中学校の教員が合同で参
加する授業研究のための会議等を恒常的に
設けているか。

81%38設けていない

19%9設けている

9, 19%

38, 81%
設けている

設けていない

（平成22年11月1日現在）
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２－（3）小・中連携を推進するため、貴都道府
県等で独自に予算措置を講じて加配措置を
行っているか。【指定都市回答あり】

85%56加配措置を行っていない

15%10加配措置を行っている

10, 15%

56, 85%

実施した

実施していない

平成２０年度～２１年度の実績

155118人数

学校数 145181

平成22年度平成21年度

31

２－（4）その他人事上の工夫【指定都市回答あり】

小・中学校の両免許取得を推奨している。

定期人事異動における小中間の教職員の交流の促進を人事異動

方針として定めている。

小中連携コーディネーターを配置している。

小・中連携を推進を目指す市町村教育委員会からの要望に応じて、

兼務発令を行っている。

全小中学校に小中連携教育推進担当を配置している。（指定都市）

等
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２－（5）その他、小・中連携を進めるための取組

市町村が実施する小・中連携事業に県が助成を行っている。

県の小・中連携に関する研究事業の発表会を行い、指定校の成果

が他市町村にも共有されるようにしている。

小学校５・６年生において、学力の向上や、小学校から中学校への

円滑な接続を図る観点から、「教科担任制」と「少人数学習集団の編

成」を組み合わせた県独自の教科担任制を段階的に実施している。

小・中連携に関する情報を、県教育委員会のホームページに掲載し、

その取組を広く紹介している。

等
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参考資料３

義務教育の目的・目標に関する法令上の規定

○教育基本法（平成18年12月22日法律第120号）（抄）

第５条 国民は、その保護する子に、別に法律で定めるところにより、普通教育を受けさせ

る義務を負う。

２ 義務教育として行われる普通教育は、各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において自

立的に生きる基礎を培い、また、国家及び社会の形成者として必要とされる基本的な資質

を養うことを目的として行われるものとする。

３ 国及び地方公共団体は、義務教育の機会を保障し、その水準を確保するため、適切な役

割分担及び相互の協力の下、その実施に責任を負う。

４ 国又は地方公共団体の設置する学校における義務教育については、授業料を徴収しない。

○学校教育法（昭和22年3月31日法律第26号）（抄）

第21条 義務教育として行われる普通教育は、教育基本法（平成18年法律第120号）第５条

第２項に規定する目的を実現するため、次に掲げる目標を達成するよう行われるものとす

る。

一 学校内外における社会的活動を促進し、自主、自律及び協同の精神、規範意識、公正

な判断力並びに公共の精神に基づき主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する

態度を養うこと。

二 学校内外における自然体験活動を促進し、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の

保全に寄与する態度を養うこと。

三 我が国と郷土の現状と歴史について、正しい理解に導き、伝統と文化を尊重し、それ

らをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うとともに、進んで外国の文化の理

解を通じて、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

四 家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業その他の事項について基礎

的な理解と技能を養うこと。

五 読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこ

と。

六 生活に必要な数量的な関係を正しく理解し、処理する基礎的な能力を養うこと。

七 生活にかかわる自然現象について、観察及び実験を通じて、科学的に理解し、処理す

る基礎的な能力を養うこと。

八 健康、安全で幸福な生活のために必要な習慣を養うとともに、運動を通じて体力を養

い、心身の調和的発達を図ること。

九 生活を明るく豊かにする音楽、美術、文芸その他の芸術について基礎的な理解と技能

を養うこと。

十 職業についての基礎的な知識と技能、勤労を重んずる態度及び個性に応じて将来の進
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路を選択する能力を養うこと。

第29条 小学校は、心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育のうち基礎的な

ものを施すことを目的とする。

第30条 小学校における教育は、前条に規定する目的を実現するために必要な程度において

第21条各号に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。

２ 前項の場合においては、生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及

び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判

断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に

意を用いなければならない。

第45条 中学校は、小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、義務教育とし

て行われる普通教育を施すことを目的とする。

第46条 中学校における教育は、前条に規定する目的を実現するため、第21条各号に掲げる

目標を達成するよう行われるものとする。

第49条 第30条第２項、第31条、第34条、第35条及び第37条から第44条までの規定は、中学

校に準用する。この場合において、第30条第２項中「前項」とあるのは「第46条」と、第

31条中「前条第１項」とあるのは「第46条」と読み替えるものとする。

58



地
方

公
共

団
体

に
お
け
る
取

組
例

、
成

果
及

び
課

題
①

－
東

京
都

品
川

区
－

○
区

独
自

の
「
小

中
一

貫
教

育
要

領
」
を

定
め

、
９

年
間

の
系

統
的

な
学

習
を

実
施

○
全

学
年

に
「
市

民
科

」
を

新
設

し
、

小
１

か
ら

「
英

語
科

」
を

実
施

○
小

５
～

中
３

に
「
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

学
習

（
選

択
学

習
）
」

を
新

設
○

小
５

か
ら

教
科

担
任

制
を

導
入

○
９

年
間

を
４

年
・
３

年
・
２

年
に

区
切

っ
た

ま
と

ま
り

で
教

育
計

画
を

立
て

実
践

○
将

来
的

に
、

施
設

一
体

型
一

貫
校

を
６

校
整

備
予

定
（
現

在
５

校
。

他
の

９
中

学
校

・
３

１
小

学
校

は
施

設
分

離
型

連
携

校
）

取
組
概
要

成
果

○
5年

生
以

上
の

教
科

担
任

制
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

の
時

間
割

作
成

、
小

中
一

貫
教

育
を

効
果

的
に

進
め

る
校

務
分

掌
等

の
シ

ス
テ

ム
化

を
一

層
進

め
て

い
く
こ

と
が

必
要

、
小

中
一

貫
教

育
の

効
果

や
成

果
、

課
題

を
よ

り
明

確
に

し
て

い
く
こ

と
が

課
題

○
多

く
の

子
ど

も
が

7年
生

か
ら

入
学

し
て

く
る

連
携

校
と

の
連

絡
を

密
に

し
、

指
導

観
や

教
科

、
生

活
指

導
等

の
教

育
活

動
そ

の
も

の
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

共
通

理
解

及
び

共
通

実
践

を
図

っ
て

い
く
こ

と
が

課
題

課
題

（
平

成
１

８
、

１
９

、
２

０
年

度
品

川
区

教
育

委
員

会
研

究
学

校
研

究
紀

要
（
品

川
区

立
小

中
一

貫
校

伊
藤

学
園

）
よ

り
）

○
教

師
の

意
識

改
革

の
芽

生
え

（
指

導
内

容
に

系
統

性
を

も
た

せ
る

こ
と

や
互

い
の

教
材

観
や

授
業

力
の

向
上

に
関

す
る

積
極

的
話

合
い

を
通

じ
、

一
貫

校
と

し
て

の
系

統
性

を
も

っ
た

指
導

が
か

な
り

展
開

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
、

学
校

行
事

や
生

活
指

導
に

お
い

て
も

活
発

な
意

見
交

換
と

協
力

し
て

指
導

を
行

う
姿

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
、

特
に

部
活

の
指

導
で

は
１

～
９

年
の

教
員

で
協

力
し

た
こ

と
に

よ
り

学
年

を
超

え
た

子
ど

も
へ

の
理

解
と

指
導

の
充

実
に

つ
な

が
っ

た
）

○
子

ど
も

た
ち

の
豊

か
な

成
長

（
上

級
生

は
下

級
生

の
手

本
に

な
ろ

う
と

意
識

す
る

こ
と

で
学

校
生

活
に

お
い

て
恒

常
的

に
落

ち
着

き
が

見
ら

れ
、

下
級

生
に

は
上

級
生

へ
の

憧
れ

の
気

持
ち

が
生

ま
れ

る
な

ど
、

共
に

過
ご

す
こ

と
で

リ
ー

ダ
ー

性
、

協
力

、
譲

り
合

い
、

思
い

や
り

な
ど

が
校

内
の

生
活

に
お

い
て

自
然

に
醸

成
で

き
て

い
る

、
少

子
化

し
た

社
会

に
お

い
て

貴
重

な
空

間
と

な
っ

た
）

○
教

育
活

動
の

充
実

と
教

育
効

果
の

高
ま

り
（
１

～
９

年
生

の
発

達
段

階
を

考
慮

し
な

が
ら

異
年

齢
交

流
を

主
体

に
各

行
事

の
実

施
計

画
を

立
て

た
こ

と
で

行
事

に
対

す
る

一
貫

校
の

取
組

の
方

向
性

が
明

確
に

な
り

、
行

事
を

教
育

課
程

に
系

統
的

に
組

み
入

れ
、

指
導

の
充

実
化

と
指

導
効

果
の

高
ま

り
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

）

不
登

校
出

現
率

（
中

学
校

）

2.9
1%

2.6
2%

2.7
4%

3.1
5%

3.0
7%

3.0
9%

3.0
5%

2.9
3%

2.7
6%

2.6
%

2.7
%

2.8
%

2.9
%

3.0
%

3.1
%

3.2
%

平
成

20
年

度
平

成
21

年
度

平
成

22
年

度

品
川
区

東
京
都

全
　
国

学
校
の
き
ま
り
を
守
っ
て
い
る
（中

学
校
）

8
5
.4

%

8
6
.1

%

8
8
.3

%

9
1
.7

%

1
4
.6

%

1
3
.9

%

1
1
.7

%

8
.3

%

2
0
%

3
0
%

4
0%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

1
9
年

度

2
0
年

度

2
1
年

度

2
2
年

度

守
っ

て
い

る
・ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
守

っ
て

い
る

守
っ

て
い

な
い

・
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
守

っ
て

い
な

い

規
範

意
識

（
中

学
校

）

平
成
20
年
度

平
成
2
1年

度
平
成
2
2
年
度

平
成
20
年
度

平
成

2
1年

度
平
成
2
2
年
度

6年
生

24
校

／
38
校

2
4校

／
3
8校

2
8
校

／
38
校

25
校

／
38
校

2
3校

／
3
8校

2
3
校

／
3
8校

9年
生

６
校

／
16
校

1
0校

／
1
6校

1
1
校

／
16
校

８
校

／
16
校

６
校

／
1
6校

９
校

／
16
校

平
成
20
年
度

平
成
2
1年

度
平
成
2
2
年
度

平
成
20
年
度

平
成

2
1年

度
平
成
2
2
年
度

6年
生

29
校

／
38
校

2
6校

／
3
8校

3
4
校

／
38
校

27
校

／
38
校

2
5校

／
3
8校

3
1
校

／
38
校

9年
生

９
校

／
16
校

８
校

／
1
6校

７
校

／
1
6
校

９
校

／
16
校

７
校

／
1
6校

９
校

／
1
6校

全
国
・学

力
学
習
状
況
調
査
で
全
国
平
均
を
上
回
っ
た
学
校
数

国
　

語
　

A
国
　

語
　
B

算
数
／
数
学
A

算
数
／
数

学
B

参
考
資
料
４
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地
方

公
共

団
体

に
お
け
る
取

組
例

、
成

果
及

び
課

題
②

－
東

京
都

三
鷹

市
－

○
小

・
小

、
小

・
中

の
交

流
の

活
性

化
に

よ
り

、
学

園
の

子
ど

も
と

し
て

の
意

識
が

高
ま

り
、

特
に

中
学

生
は

小
学

生
の

憧
れ

と
な

り
、

自
己

有
用

感
を

高
め

て
い

る
。

○
基

本
的

な
学

習
ル

ー
ル

の
確

立
に

向
け

て
学

園
内

で
共

通
理

解
が

図
ら

れ
、

そ
れ

に
向

け
て

指
導

が
な

さ
れ

て
き

て
お

り
、

教
職

員
の

７
０

％
が

肯
定

的
な

評
価

を
し

て
い

る
。

○
教

科
等

の
指

導
計

画
に

合
わ

せ
、

地
域

人
財

の
活

用
が

な
さ

れ
た

。
そ

の
結

果
、

児
童

・
生

徒
の

学
習

意
欲

・
能

力
は

向
上

し
て

い
る

。
○

今
後

の
活

動
の

よ
り

一
層

の
発

展
の

た
め

に
、

さ
ら

な
る

教
育

内
容

の
充

実
を

図
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス

ク
ー

ル
と

し
て

の
取

組
の

Ｐ
Ｒ

及
び

小
・
中

一
貫

教
育

校
の

良
さ

を
具

体
的

な
児

童
・
生

徒
の

姿
で

示
せ

る
よ

う
に

広
報

活
動

を
充

実
さ

せ
る

。

各
学
園
の
評
価
・
検
証
報
告

書
か
ら

三
鷹

市
学

習
到

達
度

調
査

結
果

経
年

変
化

学
力
向
上

中
学

生
の

不
登

校
出

現
率

健
全
育
成

○
義

務
教

育
９

年
間

の
教

育
を

①
現

行
の

法
制

度
（
６

－
３

制
）
の

下
で

、
②

既
存

の
小

学
校

・
中

学
校

を
存

続
さ

せ
た

形
で

、
③

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
を

基
盤

と
し

て
、

④
小

・
中

一
貫

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
き

、
系

統
性

と
連

続
性

を
重

視
し

て
行

い
、

児
童

・
生

徒
に

「
人

間
力

」
と

「
社

会
力

」
を

培
う

○
全

て
の

教
員

が
学

園
の

小
・
中

学
校

両
方

の
教

員
と

し
て

「
兼

務
発

令
」
を

受
け

、
相

互
乗

り
入

れ
授

業
を

実
施

取
組
概
要

成
果

（
１

）
小

中
一

貫
教

育
の

よ
さ

と
発

達
段

階
の

違
い

に
よ

る
指

導
方

法
の

一
層

の
理

解
（
２

）
学

園
管

理
職

の
意

思
統

一
と

権
限

の
明

確
化

（
３

）
学

園
と

し
て

の
ビ

ジ
ョ

ン
の

明
確

化
（
４

）
保

護
者

や
地

域
に

よ
る

一
層

の
支

援
体

制
の

整
備

（
に

し
み

た
か

学
園

の
実

践
よ

り
）

課
題

H
21

.9
～

全
小

・
中

学
校

を
中

学
校

区
を

単
位

と
し

て
小

中
一

貫
校

に
位

置
付

け
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地
方

公
共

団
体

に
お
け
る
取

組
例

、
成

果
及

び
課

題
③

－
広

島
県

呉
市

－

国
語

Ａ
国
語

Ｂ
数
学

Ａ
数

学
Ｂ

全
国

7
5
.1

%
6
5
.3

%
64

.6
%

4
3.

3
%

広
島
県

7
6
.0

%
6
5
.7

%
64

.9
%

4
3.

3
%

両
城
中

8
4
.7

%
7
9
.5

%
74

.4
%

6
1.

7
%

平
成

２
２

年
度

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
結

果
（
中

学
校

）

指
導

方
法
改

善
意

欲
自
尊
感
情
の
変
化

学
習
時
間

○
市

内
の

全
２

８
中

学
校

区
（
分

離
型

２
６

中
学

校
区

，
一

体
型

２
中

学
校

区
）
で

、
現

行
制

度
の

範
囲

内
で

、
９

年
間

を
見

通
し

て
行

う
小

中
一

貫
教

育
を

実
施

○
各

中
学

校
区

の
特

色
を

生
か

し
、

小
中

合
同

授
業

、
小

中
合

同
行

事
、

小
中

合
同

研
修

会
等

を
実

施
○

９
年

間
を

前
期

（
４

年
）
、

中
期

（
３

年
）
、

後
期

（
２

年
）
に

区
切

り
、

中
期

に
重

点
を

お
い

た
教

育
を

展
開

○
学

習
指

導
要

領
の

範
囲

内
で

、
各

中
学

校
区

ご
と

の
小

中
一

貫
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

作
成

取
組
概
要

成
果

警
固

屋
学
園

（H
21

開
校
）
に
お
け
る
変

化

両
城
中
学
校
区
に
お
け
る
学
力
の
状
況

課
題

(1
)

分
離

型
に

お
け

る
乗

り
入

れ
授

業
時

の
教

職
員

の
負

担
軽

減

(2
)

小
中

一
貫

教
育

を
特

別
な

教
育

方
法

と
し

て
捉

え
て

い
る

保
護

者
・
地

域
の

方
へ

の
啓

発

H
20

和
庄
中

学
校

区
６
年

生
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果

※
小

中
一

貫
教

育
に

係
る

意
識

調
査

結
果

平
成

21
年

11
月

呉
市

教
育

委
員

会
実

施
回

答
数

：
保

護
者

10
,9

65
名

、
教

職
員

1,
14

4名
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(1
)

発
足

時
よ

り
中

心
と

な
っ

て
小

中
一

貫
教

育
を

進
め

て
き

た
教

職
員

の
転

勤
に

よ
る

、
新

た
な

人
材

の
育

成
と

円
滑

な
移

行
（
田

原
中

学
校

区
）

(2
)

小
中

一
貫

教
育

に
お

け
る

学
力

向
上

の
効

果
検

証
（
富

雄
第

三
小

学
校

）

(3
)

小
中

一
貫

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
（
平

城
西

中
学

校
区

）
(4

)
家

庭
学

習
の

習
慣

化
（
飛

鳥
中

学
校

区
の

取
組

）

地
方

公
共

団
体

に
お
け
る
取

組
例

、
成

果
及

び
課

題
④

－
奈

良
県

奈
良

市
－

○
市

内
の

９
小

６
中

を
市

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

校
と

し
て

指
定

（
H

２
０

年
度

）
し

、
各

中
学

校
区

の
実

態
に

合
っ

た
小

中
一

貫
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
研

究
○

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

は
教

育
課

程
特

例
校

と
し

て
認

定
（
新

設
教

科
英

会
話

科
・
郷

土
「
な

ら
」
科

・
情

報
科

の
実

施
）

○
9
年

間
を

見
通

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
、

４
・
３

・
２

の
ブ

ロ
ッ

ク
に

分
け

編
成

○
施

設
一

体
型

、
１

小
１

中
連

携
型

、
２

小
１

中
連

携
型

等
の

多
様

な
タ

イ
プ

の
小

中
一

貫
教

育
に

つ
い

て
研

究

取
組
概
要 ○

学
校

内
で

英
検

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
９

年
生

に
お

い
て

ほ
ぼ

全
員

が
英

検
３

級
も

し
く
は

準
２

級
（
田

原
中

学
校

区
）

○
韓

国
新

光
中

学
校

の
生

徒
３

０
名

が
訪

問
し

た
際

、
英

会
話

科
で

培
っ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
を

活
か

し
て

交
流

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
（
田

原
中

学
校

区
）

成
果

パ
イ
ロ
ッ
ト
校

児
童

生
徒

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
よ
り

【
グ

ラ
フ

に
つ

い
て

】
A

そ
う

思
う

B
ま

あ
ま

あ
思

う
C

あ
ま

り
思

わ
な

い
D

思
わ

な
い

平
成
１
９
年
度
奈
良
市
小
中
一
貫
教
育
研
究
発
表
会
に
参
加
し
た
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

課
題
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○
市

内
全

小
中

学
校

が
教

育
課

程
特

例
校

に
認

定
（
２

１
年

度
か

ら
）

○
全

学
年

に
「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
」
を

新
設

○
小

１
か

ら
英

語
活

動
を

実
施

○
小

５
～

中
１

を
中

心
に

、
教

員
の

授
業

交
流

を
実

施
○

９
年

間
を

前
期

（
４

年
）
、

中
期

（
３

年
）
、

後
期

（
２

年
）
に

区
切

り
、

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
教

育
を

展
開

○
校

地
・
校

舎
は

別
々

地
方

公
共

団
体

に
お
け
る
取

組
例

、
成

果
及

び
課

題
⑤

－
鹿

児
島

県
薩

摩
川

内
市

－

小
学

校
児

童
の

不
登

校
出

現
率

(%
)

0
.0

0

0
.1

0

0
.2

0

0
.3

0

0
.4

0

0
.5

0

全
国

0
.3

2
 

0
.3

2
 

0
.3

2
 

鹿
児

島
県

0
.2

9
 

0
.2

3
 

0
.2

5
 

薩
摩

川
内

市
0
.3

1
 

0
.1

5
 

0
.1

2
 

H
2
0

H
2
1

H
2
2

中
学

校
生

徒
の

不
登

校
出

現
率

(%
)

1
.5

0

1
.7

0

1
.9

0

2
.1

0

2
.3

0

2
.5

0

2
.7

0

2
.9

0

全
国

2
.8

9
 

2
.7

7
 

2
.7

4
 

鹿
児

島
県

2
.6

9
 

2
.7

4
 

2
.6

8
 

薩
摩

川
内

市
2
.3

1
 

2
.1

5
 

1
.8

3
 

H
2
0

H
2
1

H
2
2

取
組
概
要

成
果

「
基

礎
・

基
本

」
定

着
度

調
査

平
均

通
過

率
(
%
)

【
中

学
校

】
１

年
生

時
(
H
2
0
)
と

２
年

生
時

(
H
2
1
)
の

比
較

a
年

度
教

科
県

本
市

本
市

と
県

の
差

国
語

6
3
.
7

6
3
.
2

-
0
.
5

社
会

6
5
.
6

6
4
.
3

-
1
.
3

１
年

数
学

6
8
.
0

6
5
.
9

-
2
.
1

(
H
2
0
)

理
科

6
7
.
3

6
8
.
2

0
.
9

英
語

7
2
.
5

7
2
.
3

-
0
.
2

b
b
-
a

年
度

教
科

県
本

市
本

市
と

県
の

差
伸

び

国
語

7
3
.
7

7
5
.
1

1
.
4

1
.
9

社
会

5
8
.
9

6
0
.
0

1
.
1

2
.
4

２
年

数
学

6
3
.
2

6
2
.
9

-
0
.
3

2
.
4

(
H
2
1
)

理
科

5
9
.
5

6
0
.
2

0
.
7

-
0
,
2

英
語

6
2
.
5

6
2
.
6

0
.
1

0
.
3

(1
)

学
校

規
模

、
地

域
に

応
じ

た
取

組
の

工
夫

の
必

要
性

(2
)

教
師

・
児

童
生

徒
交

流
の

移
動

の
時

間
の

確
保

(3
)

本
市

転
入

教
職

員
の

理
解

(4
)

「
併

設
型

」
・
「
一

体
型

」
小

中
一

貫
校

の
設

置
の

検
討

市
内

全
小

中
学

校
で

取
り

組
み

だ
し

た
平

成
２

１
年

度
よ

り
小

・
中

学
校

の
不

登
校

出
現

率
が

減
少

同
じ

母
集

団
に

つ
い

て
、

２
年

次
に

は
４

教
科

で
県

平
均

を
上

回
る

結
果

と
な

っ
て

お
り

、
学

力
面

で
も

良
い

方
向

に
向

か
っ

て
い

る

あ
る

中
学

校
区

の
小

中
一

貫
教

育
実

践
発

表
会

資
料

よ
り

課
題
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教
育

課
程

特
例

校
（
平

成
2
3
年

4
月

1
日

現
在

）
に

お
け

る
小

中
連

携
、

一
貫

教
育

の
取

組
（
教

育
課

程
特

例
校

の
う

ち
、

独
自

の
教

科
の

新
設

等
に

よ
る

小
中

連
携

を
推

進
す

る
取

組
）

※
記

載
内

容
に

つ
い

て
は

、
特

別
の

教
育

課
程

編
成

・
実

施
計

画
書

か
ら

抜
粋

。

都
道

府
県

管
理

機
関

学
校

数
特

例
開

始
年

月
教

育
課

程
の

基
準

の
特

例
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
性

【
国

立
】

1
京

都
府

国
立

大
学

法
人

京
都

教
育

大
学

2
H

2
1
.4

○
小

・
中

の
教

科
指

導
領

域
・
内

容
の

配
列

を
変

更
し

、
9
年

間
で

組
み

替
え

、
小

1
か

ら
中

3
ま

で
の

学
習

内
容

を
系

統
的

・
効

率
的

に
並

べ
替

え
た

独
自

の
学

習
指

導
要

領
に

そ
っ

て
授

業
を

進
め

る
。

○
教

科
等

の
時

数
を

削
減

し
、

小
1
～

6
で

「
英

語
科

」
、

小
5
、

6
で

「
技

術
科

」
、

小
5
～

中
1
で

「
サ

イ
エ

ン
ス

」
「
ラ

ン
ゲ

ー
ジ

」
「
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
」
を

設
置

。

○
9
年

一
貫

の
教

育
課

程
を

編
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

小
・
中

に
区

分
さ

れ
た

枠
組

を
改

変
し

、
よ

り
系

統
的

、
継

続
的

な
学

習
が

保
証

さ
れ

、
学

校
間

の
円

滑
な

連
携

が
図

ら
れ

る
。

○
小

中
の

英
語

教
育

に
は

大
き

な
ギ

ャ
ッ

プ
が

あ
り

、
こ

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

埋
め

、
英

語
力

を
育

む
た

め
に

小
1
か

ら
教

科
と

し
て

「
英

語
科

」
を

実
施

す
る

。

【
公

立
】

2
青

森
県

三
戸

町
教

育
委

員
会

5
H

2
1
.4

○
小

1
～

中
3
で

、
道

徳
等

の
時

数
を

削
減

し
、

新
教

科
「
立

志
科

」
を

設
置

。
○

小
1
～

4
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
を

削
減

し
、

新
教

科
「
英

語
科

」
を

設
置

。

○
2
1
世

紀
の

変
化

す
る

社
会

を
自

立
的

に
生

き
抜

く
た

め
の

資
質

や
能

力
を

育
成

す
る

た
め

、
「
道

徳
」
「
特

別
活

動
」
「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
の

意
義

・
目

標
を

基
底

と
し

、
地

域
の

実
態

等
を

加
味

し
て

義
務

教
育

9
年

間
を

一
貫

し
た

系
統

的
な

学
習

と
し

て
再

構
築

し
た

「
立

志
科

」
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
児

童
生

徒
の

望
ま

し
い

人
格

形
成

を
目

指
す

。
○

児
童

生
徒

が
国

際
化

社
会

の
中

で
主

体
的

に
生

き
て

い
く
た

め
、

外
国

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
育

成
が

必
要

で
あ

り
、

小
学

校
か

ら
の

「
英

語
科

」
の

実
施

は
中

学
校

の
外

国
語

学
習

に
も

つ
な

が
る

。

3
山

形
県

小
国

町
教

育
委

員
会

9
H

2
3
.4

○
小

1
～

中
3
で

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

の
時

数
を

削
減

し
、

新
教

科
「
国

際
・
情

報
科

」
を

設
置

。

○
国

際
理

解
教

育
・
情

報
教

育
に

お
い

て
恵

ま
れ

た
環

境
に

は
な

い
東

北
の

中
山

間
地

域
に

お
い

て
、

社
会

の
変

化
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

児
童

生
徒

を
育

て
る

こ
と

を
目

指
し

、
英

語
活

用
能

力
と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

活
用

能
力

の
育

成
を

小
中

高
一

貫
教

育
の

柱
と

し
て

取
組

を
推

進
（
平

成
1
3
～

1
5
年

度
、

1
6
～

1
8
年

度
に

研
究

開
発

学
校

の
指

定
）
。

○
こ

れ
ま

で
「
国

際
・
情

報
」
教

育
を

柱
に

積
み

上
げ

て
き

た
小

中
高

一
貫

教
育

の
推

進
体

制
を

強
固

に
す

る
と

と
も

に
、

英
語

活
用

能
力

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
活

用
能

力
等

の
さ

ら
な

る
充

実
を

は
か

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

参
考

資
料

６
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都
道

府
県

管
理

機
関

学
校

数
特

例
開

始
年

月
教

育
課

程
の

基
準

の
特

例
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
性

4
茨

城
県

日
立

市
教

育
委

員
会

2
H

2
3
.4

○
小

1
～

中
3
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
新

教
科

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
」
を

設
置

。

○
高

齢
化

・
少

子
化

が
進

む
地

域
で

あ
る

が
、

地
域

の
結

び
つ

き
・
親

密
な

人
間

関
係

な
ど

の
優

れ
た

特
性

も
あ

る
。

○
こ

の
よ

う
な

地
域

に
お

い
て

、
既

に
連

携
教

育
が

進
め

ら
れ

て
い

る
中

里
小

・
中

里
中

に
お

い
て

、
一

歩
進

ん
だ

小
中

一
貫

教
育

を
実

施
し

、
児

童
生

徒
の

「
生

き
る

力
」
の

向
上

や
よ

り
特

色
・
魅

力
あ

る
学

校
づ

く
り

を
目

指
し

、
ま

た
、

中
里

地
域

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

小
中

一
貫

教
育

の
柱

と
な

る
新

教
科

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
」
を

設
定

。

5
埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
教

育
委

員
会

1
5
9

H
1
7
.4

○
小

3
～

中
3
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
を

削
減

し
、

「
潤

い
の

時
間

」
を

実
施

。
※

「
潤

い
の

時
間

」
で

は
、

英
会

話
に

関
す

る
指

導
や

人
間

関
係

構
築

の
た

め
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
ス

キ
ル

に
関

す
る

指
導

を
行

い
、

広
く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
育

む
。

○
平

成
1
7
月

3
月

、
特

区
認

可
を

受
け

、
「
潤

い
の

時
間

」
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

児
童

生
徒

の
人

間
関

係
構

築
ス

キ
ル

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
の

育
成

が
図

ら
れ

て
い

る
。

○
「
さ

い
た

ま
市

学
校

教
育

ビ
ジ

ョ
ン

」
（
H

2
0
.3

策
定

）
に

お
い

て
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
・
行

政
が

連
携

・
協

力
し

て
、

「
知

」
「
徳

」
「
体

」
「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
の

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

子
ど

も
を

育
む

こ
と

を
基

本
理

念
と

し
て

お
り

、
「
潤

い
の

時
間

」
を

一
層

推
進

す
る

必
要

性
が

高
ま

っ
た

。

6
千

葉
県

松
戸

市
教

育
委

員
会

1
2

H
2
3
.4

○
小

5
～

中
3
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
新

教
科

「
言

語
活

用
科

（
仮

称
）
」
を

設
置

。
※

小
学

校
に

お
い

て
、

「
外

国
語

活
動

」
の

指
導

内
容

を
超

え
る

内
容

を
指

導
す

る
が

、
中

学
校

に
お

い
て

、
英

語
の

理
論

的
・

系
統

的
な

理
解

に
つ

い
て

は
あ

ら
た

め
て

学
習

さ
せ

る
。

○
松

戸
市

の
児

童
生

徒
に

は
、

人
口

4
8
万

人
の

規
模

と
都

に
隣

接
と

い
う

地
理

的
条

件
か

ら
、

都
市

化
・
核

家
族

化
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

不
足

が
見

ら
れ

る
。

○
新

教
科

の
導

入
に

よ
り

、
英

語
の

学
力

向
上

と
と

も
に

、
自

分
の

考
え

を
進

ん
で

表
現

す
る

「
発

信
型

英
語

」
へ

の
転

換
を

図
り

、
ま

た
、

母
語

と
し

て
の

日
本

語
活

用
能

力
を

向
上

さ
せ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
社

会
を

主
体

的
か

つ
協

調
性

を
持

っ
て

生
き

抜
く
松

戸
市

民
を

育
成

す
る

。

7
東

京
都

品
川

区
教

育
委

員
会

5
4

H
1
6
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
の

削
減

等
に

よ
り

、
小

1
～

4
で

「
英

語
科

」
、

小
1
～

中
3
で

「
市

民
科

」
、

小
5
～

中
3
で

「
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

学
習

」
を

実
施

。
※

小
学

校
と

中
学

校
に

お
け

る
円

滑
な

学
習

の
接

続
を

考
慮

し
、

9
年

間
を

通
し

て
児

童
・
生

徒
の

学
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
各

教
科

に
お

い
て

、
学

年
枠

を
超

え
た

単
元

配
列

を
構

成
す

る
。

○
英

語
科

：
異

文
化

を
受

入
れ

、
聞

く
・
話

す
な

ど
の

実
践

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

を
ね

ら
い

と
し

て
お

り
、

9
年

間
を

通
し

た
一

貫
性

・
系

統
性

の
あ

る
指

導
を

行
い

、
実

際
に

英
語

を
活

用
で

き
る

能
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。
○

市
民

科
：
規

範
意

識
や

社
会

モ
ラ

ル
の

低
下

、
奉

仕
の

心
や

公
共

心
の

欠
如

な
ど

、
現

在
の

社
会

が
抱

え
る

課
題

の
改

善
を

目
指

し
て

お
り

、
実

学
的

な
要

素
を

取
り

入
れ

、
実

際
の

社
会

で
活

か
せ

る
よ

う
な

本
当

の
意

味
で

の
生

き
る

力
を

育
む

。
○

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
学

習
：
生

徒
一

人
一

人
の

個
性

・
能

力
を

伸
ば

す
こ

と
に

重
点

を
置

き
、

習
熟

度
別

学
習

な
ど

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
、

個
々

の
児

童
・
生

徒
の

能
力

に
応

じ
た

探
求

的
な

学
習

を
実

施
す

る
。
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都
道

府
県

管
理

機
関

学
校

数
特

例
開

始
年

月
教

育
課

程
の

基
準

の
特

例
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
性

8
神

奈
川

県
南

足
柄

市
教

育
委

員
会

9
H

2
2
.4

○
小

1
～

中
3
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
新

教
科

「
き

ら
り

」
を

設
置

。
（
道

徳
・
特

別
活

動
・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

を
有

機
的

に
結

合
し

、
体

験
的

で
地

域
を

ス
テ

ー
ジ

と
し

て
学

ぶ
教

科
）

○
H

1
9
か

ら
3
年

間
の

研
究

開
発

学
校

指
定

に
お

け
る

研
究

に
お

い
て

、
①

道
徳

・
特

別
活

動
・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

を
有

機
的

に
結

合
し

た
新

教
科

「
き

ら
り

」
②

9
年

間
を

見
通

し
た

英
語

教
育

の
取

組
③

「
な

め
ら

か
な

接
続

」
と

「
適

度
な

段
差

」
を

考
慮

し
た

一
貫

教
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
よ

る
授

業
改

善
を

柱
に

教
育

課
程

の
開

発
を

実
施

し
、

幼
稚

園
か

ら
中

学
校

ま
で

の
ス

ム
ー

ズ
な

移
行

や
系

統
性

・
計

画
性

の
あ

る
教

育
の

充
実

等
に

つ
い

て
確

か
な

成
果

を
上

げ
て

い
る

。
○

今
後

も
豊

か
な

心
の

育
成

を
基

盤
に

、
道

徳
的

判
断

力
を

高
め

る
新

教
科

「
き

ら
り

」
の

実
践

・
検

証
を

進
め

、
小

中
一

貫
教

育
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

9
新

潟
県

新
発

田
市

教
育

委
員

会
3
4

H
2
0
.4

○
国

語
等

の
時

数
を

削
減

し
、

小
1
～

中
3
で

新
教

科
「
日

本
語

」
を

設
置

。

○
新

発
田

市
で

は
、

い
じ

め
や

不
登

校
、

問
題

行
動

の
減

少
が

大
き

な
課

題
の

一
つ

で
あ

り
、

解
決

に
は

自
己

表
現

能
力

と
人

間
関

係
力

の
育

成
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

言
語

の
教

育
と

心
の

教
育

を
よ

り
密

接
に

融
合

さ
せ

、
日

本
語

を
総

合
的

に
学

ば
せ

る
教

科
「
日

本
語

」
を

新
設

し
、

言
語

能
力

を
高

め
る

と
と

も
に

、
日

本
語

の
美

し
さ

を
感

じ
取

ら
せ

、
日

本
人

の
感

性
、

情
緒

、
特

徴
と

い
っ

た
日

本
人

の
「
心

」
に

つ
い

て
も

学
ば

せ
た

い
。

1
0

富
山

県
高

岡
市

教
育

委
員

会
4
0

H
1
8
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
小

5
～

中
1

で
、

新
教

科
「
も

の
づ

く
り

・
デ

ザ
イ

ン
科

」
を

設
置

。

○
平

成
1
8
年

4
月

か
ら

特
区

と
し

て
開

始
し

た
「
も

の
づ

く
り

・
デ

ザ
イ

ン
科

」
で

は
、

も
の

を
作

る
喜

び
を

味
わ

っ
た

り
、

高
岡

の
よ

さ
を

知
り

郷
土

を
愛

す
る

心
が

育
つ

心
が

育
つ

な
ど

の
成

果
が

得
ら

れ
た

。
今

後
も

、
も

の
づ

く
り

の
楽

し
さ

や
完

成
の

達
成

感
を

味
わ

う
中

で
、

自
ら

主
体

的
に

取
り

組
む

態
度

や
創

造
力

、
ひ

と
つ

の
も

の
に

取
り

組
む

集
中

力
や

忍
耐

力
等

を
育

成
し

て
い

き
た

い
。

1
1

長
野

県
諏

訪
市

教
育

委
員

会
1
1

H
2
0
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
小

1
～

中
3

で
新

教
科

「
相

手
意

識
に

立
つ

も
の

づ
く
り

科
」
を

設
置

。

○
諏

訪
市

は
多

く
の

も
の

づ
く
り

企
業

が
集

積
す

る
地

域
で

あ
り

、
市

内
全

小
中

学
校

を
対

象
に

も
の

づ
く
り

教
育

を
推

進
し

て
き

て
い

る
。

○
小

さ
い

時
か

ら
「
相

手
意

識
に

立
つ

も
の

づ
く
り

」
の

考
え

方
を

身
に

つ
け

、
地

域
の

要
望

に
応

え
て

次
世

代
を

担
う

人
材

を
育

成
し

、
他

者
を

思
い

や
る

豊
か

な
心

情
を

育
成

す
る

た
め

に
、

特
別

な
教

育
課

程
の

編
成

が
必

要
。

1
2

長
野

県
上

田
市

教
育

委
員

会
2

H
2
0
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
削

減
等

に
よ

り
、

小
1
～

中
3
で

「
ス

キ
ー

科
」
、

中
1
～

3
で

「
英

会
話

科
」
を

設
置

し
、

小
1
～

4
で

「
外

国
語

活
動

」
を

実
施

。
※

中
１

の
理

科
「
大

地
の

変
化

」
「
植

物
の

世
界

」
で

学
ぶ

内
容

の
一

部
を

そ
れ

ぞ
れ

小
6
理

科
「
大

地
の

つ
く
り

と
変

化
」
「
植

物
と

日
光

」
に

移
動

し
て

指
導

す
る

。
（
移

動
し

た
内

容
は

中
学

校
で

指
導

し
な

い
）
。

○
観

光
地

で
あ

る
菅

平
高

原
に

位
置

す
る

菅
平

小
中

学
校

に
お

い
て

は
、

地
域

の
特

性
を

生
か

し
た

ス
キ

ー
活

動
を

通
し

て
地

域
へ

の
愛

着
と

誇
り

を
育

む
と

と
も

に
、

増
加

す
る

外
国

人
観

光
客

に
対

応
で

き
る

英
会

話
の

力
を

身
に

つ
け

た
人

材
の

育
成

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

1
3

静
岡

県
沼

津
市

教
育

委
員

会
4
1

H
1
8
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
小

1
～

中
3

で
新

教
科

「
言

語
科

」
を

設
置

。
（
「
英

語
の

時
間

」
「
読

解
の

時
間

」
で

構
成

）

○
子

ど
も

の
実

態
を

見
る

と
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

や
言

葉
を

用
い

て
積

極
的

に
人

に
関

わ
っ

て
い

こ
う

と
す

る
態

度
の

育
成

が
大

き
な

教
育

課
題

で
あ

り
、

児
童

生
徒

の
言

語
能

力
の

向
上

を
目

指
す

「
言

語
科

」
の

取
組

を
通

し
て

、
沼

津
市

の
教

育
課

題
の

解
決

を
図

る
。
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都
道

府
県

管
理

機
関

学
校

数
特

例
開

始
年

月
教

育
課

程
の

基
準

の
特

例
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
性

1
4

京
都

府
京

都
市

教
育

委
員

会
1
1

H
1
6
.4

【
京

都
御

池
中

学
校

ブ
ロ

ッ
ク

】
○

年
間

授
業

時
間

数
を

増
加

し
、

小
1
～

中
3
の

「
算

数
科

」
「
数

学
科

」
に

つ
い

て
弾

力
的

な
指

導
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

作
成

、
実

施
す

る
。

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
の

削
減

等
に

よ
り

、
小

6
で

「
英

語
科

」
、

小
1
～

中
3
で

「
読

解
科

」
、

小
3
、

4
で

「
外

国
語

活
動

」
を

実
施

。

【
陶

化
中

学
校

ブ
ロ

ッ
ク

】
○

小
6
で

「
外

国
語

活
動

」
の

時
数

を
削

減
し

て
「
英

語
科

」
を

設
置

。

【
花

背
中

学
校

ブ
ロ

ッ
ク

】
○

小
1
～

中
3
「
算

数
科

」
「
数

学
科

」
に

お
い

て
弾

力
的

な
指

導
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

作
成

、
実

施
す

る
。

　
（
中

学
校

で
は

、
選

択
教

科
の

時
数

を
削

減
し

て
数

学
の

時
数

を
増

加
）

○
小

1
～

6
で

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

時
数

の
削

減
等

に
よ

り
「
英

語
科

」
を

設
置

し
、

小
1
～

中
3
の

「
英

語
科

」
に

つ
い

て
、

弾
力

的
な

指
導

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
、

実
施

す
る

。

【
大

宅
中

学
校

ブ
ロ

ッ
ク

】
○

小
5
、

6
、

中
1
の

「
算

数
科

」
「
数

学
科

」
に

つ
い

て
、

弾
力

的
な

指
導

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
、

実
施

す
る

。
○

小
5
、

6
で

「
外

国
語

活
動

」
の

時
数

を
削

減
し

「
英

語
科

」
を

実
施

。
○

中
1
～

3
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
を

削
減

し
、

「
英

語
表

現
科

」
を

設
置

。

1
5

奈
良

県
上

北
山

村
教

育
委

員
会

2
H

2
2
.4

○
小

1
～

中
3
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
新

教
科

「
国

際
科

」
を

設
置

。
※

「
国

際
科

」
の

中
で

行
う

英
語

学
習

に
つ

い
て

、
教

科
書

の
早

期
給

与
を

行
い

、
中

学
校

の
「
読

む
」
「
書

く
」
の

学
習

の
基

礎
的

な
内

容
を

小
学

校
高

学
年

段
階

で
取

り
入

れ
る

。

○
へ

き
地

小
規

模
校

に
と

っ
て

、
子

ど
も

た
ち

の
社

会
性

の
育

成
は

重
要

な
課

題
で

あ
り

、
「
国

際
科

」
の

創
設

に
よ

り
国

際
理

解
教

育
・
情

報
教

育
に

力
を

入
れ

、
社

会
性

の
育

成
と

と
も

に
、

将
来

国
際

社
会

に
適

応
し

、
社

会
人

と
し

て
た

く
ま

し
く
生

き
て

い
く
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
大

き
な

ね
ら

い
で

あ
る

。

○
特

別
の

教
育

課
程

の
実

施
を

通
じ

て
、

小
中

の
枠

を
越

え
て

9
年

間
を

一
つ

の
ス

パ
ン

と
し

た
学

校
間

の
「
協

働
体

制
」
を

構
築

し
て

い
く
こ

と
に

よ
り

、
義

務
教

育
期

間
の

「
学

び
」
の

連
続

性
を

確
保

し
、

児
童

生
徒

の
「
育

ち
」
を

よ
り

豊
か

で
確

か
な

も
の

と
す

る
。

○
京

都
市

は
世

界
有

数
の

国
際

文
化

観
光

都
市

で
あ

り
、

児
童

生
徒

が
英

語
に

よ
る

実
践

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

付
け

、
京

都
の

文
化

や
伝

統
を

世
界

に
発

信
す

る
こ

と
は

、
今

後
の

観
光

振
興

に
大

き
く
寄

与
す

る
。

○
「
理

数
離

れ
」
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
今

日
、

「
算

数
・
数

学
」
に

つ
い

て
の

興
味

・
関

心
を

高
め

、
数

学
的

な
見

方
・
考

え
方

な
ど

を
身

に
付

け
る

こ
と

は
、

京
都

市
の

伝
統

産
業

か
ら

先
端

技
術

産
業

に
至

る
ま

で
の

技
術

革
新

や
新

産
業

の
創

出
に

も
大

き
な

効
果

を
も

た
ら

す
。
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都
道

府
県

管
理

機
関

学
校

数
特

例
開

始
年

月
教

育
課

程
の

基
準

の
特

例
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
性

1
6

岡
山

県
新

見
市

教
育

委
員

会
2
9

H
1
8
.3

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
の

削
減

等
に

よ
り

、
小

1
～

6
で

「
外

国
語

活
動

」
、

中
学

校
1
～

3
で

「
英

語
表

現
」
を

設
定

。

○
国

際
化

が
進

む
中

、
し

っ
か

り
と

し
た

国
際

感
覚

と
実

践
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

持
つ

人
材

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

新
見

市
に

お
い

て
も

国
際

貢
献

や
カ

ナ
ダ

シ
ド

ニ
ー

市
と

の
姉

妹
都

市
交

流
な

ど
、

さ
ら

に
そ

の
取

組
を

充
実

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
○

未
来

を
担

う
児

童
生

徒
が

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
支

え
る

実
践

的
英

語
力

」
や

「
国

際
社

会
に

生
き

る
日

本
人

と
し

て
の

自
覚

」
「
自

国
認

識
に

立
っ

た
異

文
化

理
解

と
そ

れ
を

尊
重

す
る

心
」
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

1
7

広
島

県
広

島
市

教
育

委
員

会
2
0
6

H
1
9
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
小

5
～

中
3

で
「
言

語
・
数

理
運

用
科

」
を

、
小

5
、

6
で

「
英

語
科

」
を

設
置

。

○
国

際
平

和
文

化
都

市
と

し
て

の
都

市
づ

く
り

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

必
要

が
あ

り
、

言
語

や
数

理
に

よ
る

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

の
育

成
、

英
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
育

成
を

目
指

し
、

特
別

の
教

育
課

程
を

編
成

す
る

。

1
8

福
岡

県
八

女
市

教
育

委
員

会
2

H
2
1
.4

○
国

語
科

等
の

時
数

を
削

減
し

、
小

1
～

中
3
で

新
教

科
「
礼

節
・
こ

と
ば

科
」
を

設
置

。

○
当

該
校

の
位

置
す

る
地

域
は

、
古

く
か

ら
剣

道
が

盛
ん

で
あ

り
、

礼
節

を
重

ん
じ

る
地

域
で

あ
る

が
、

社
会

の
変

化
等

に
よ

り
近

隣
関

係
の

希
薄

化
や

規
範

意
識

の
低

下
が

見
ら

れ
る

。
ま

だ
息

づ
い

て
い

る
地

域
の

良
さ

を
生

か
し

な
が

ら
、

古
く
か

ら
受

け
継

が
れ

る
礼

儀
作

法
や

人
と

の
交

わ
り

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
小

中
9
年

間
で

計
画

的
・
系

統
的

に
学

ば
せ

る
こ

と
で

、
「
思

い
や

り
」
「
規

範
意

識
」
を

育
て

「
人

間
関

係
力

」
の

伸
長

を
図

る
。

1
9

長
崎

県
五

島
市

教
育

委
員

会
2

H
1
9
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
の

削
減

等
に

よ
り

、
小

1
～

4
で

「
英

語
活

動
」
、

外
国

語
活

動
の

時
数

の
削

減
に

よ
り

、
小

5
、

6
で

「
英

語
科

」
を

設
置

。
○

小
1
～

中
3
で

「
特

別
活

動
」
と

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
を

統
合

再
編

し
、

「
奈

留
実

践
」
を

設
置

　
（
「
ふ

る
さ

と
」
（
郷

土
学

習
）
、

「
あ

す
な

る
」
（
進

路
学

習
）
、

「
か

が
や

き
」
（
学

級
活

動
）
の

3
分

野
で

構
成

）
※

小
6
～

中
2
の

英
語

科
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

上
位

学
年

の
教

科
書

を
早

期
使

用
す

る
。

○
奈

留
地

区
で

は
、

水
産

業
の

不
振

に
伴

う
人

口
流

出
・
少

子
化

が
進

行
し

、
児

童
生

徒
数

も
減

少
し

て
い

く
中

で
、

教
育

水
準

の
維

持
・
向

上
を

図
る

た
め

に
「
学

力
の

向
上

」
「
社

会
力

の
育

成
」
を

2
本

柱
と

す
る

小
中

高
一

貫
教

育
を

2
0
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
。

○
英

語
教

育
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

英
語

学
習

や
国

際
理

解
に

対
す

る
興

味
・
関

心
の

高
ま

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

等
が

期
待

で
き

、
「
奈

留
実

践
」
に

よ
り

、
故

郷
を

愛
し

誇
り

を
も

て
る

児
童

生
徒

、
自

己
表

現
へ

の
た

く
ま

し
い

意
欲

を
持

て
る

児
童

生
徒

の
育

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

2
0

長
崎

県
佐

世
保

市
教

育
委

員
会

3
H

1
9
.4

○
小

3
～

6
で

「
英

語
科

」
を

設
置

。
○

小
1
～

中
3
で

、
生

活
科

の
一

部
、

特
別

活
動

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

を
整

理
・
統

合
し

、
「
宇

久
・
実

践
」
を

設
置

。

○
宇

久
地

区
で

は
、

少
子

化
が

進
み

「
特

別
活

動
」
の

「
集

団
」
を

通
し

て
の

指
導

は
困

難
で

あ
り

、
教

員
数

も
減

少
傾

向
に

あ
る

の
で

、
小

中
高

の
教

育
水

準
の

向
上

を
図

り
、

1
2

年
一

貫
で

体
系

的
に

教
育

活
動

を
行

う
「
宇

久
・
実

践
」
を

新
設

。
○

離
島

で
異

文
化

に
触

れ
る

機
会

が
少

な
い

こ
と

か
ら

、
早

期
に

異
文

化
に

触
れ

て
興

味
を

持
た

せ
、

高
学

年
以

降
の

英
語

教
育

へ
の

接
続

を
円

滑
に

す
る

た
め

に
小

3
か

ら
「
英

語
科

」
を

新
設

。
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都
道

府
県

管
理

機
関

学
校

数
特

例
開

始
年

月
教

育
課

程
の

基
準

の
特

例
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
性

2
1

長
崎

県
小

値
賀

町
教

育
委

員
会

3
H

1
9
.4

○
小

6
、

中
1
で

「
合

同
教

科
」
を

設
置

（
年

間
、

国
語

を
5
単

位
時

間
、

算
数

・
数

学
を

5
単

位
時

間
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

そ
れ

ぞ
れ

各
教

科
の

標
準

時
数

を
移

行
し

て
「
合

同
教

科
」
に

充
て

る
。

）
○

小
1
～

中
3
で

、
生

活
科

、
道

徳
、

特
別

活
動

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
一

部
を

再
編

し
、

「
グ

ロ
ー

ア
ッ

プ
科

」
「
遣

未
来

使
学

」
を

設
置

。
（
「
遣

未
来

使
学

」
の

学
習

の
一

部
と

し
て

小
1

～
6
に

英
語

活
動

の
時

間
を

お
く
。

）

○
小

学
校

か
ら

ス
ム

ー
ズ

に
中

・
高

校
生

活
に

な
じ

め
る

学
校

づ
く
り

を
目

指
し

、
1
2
年

間
を

見
通

し
た

連
続

性
・
継

続
性

の
あ

る
教

育
活

動
の

中
で

、
確

か
な

学
力

の
定

着
と

と
も

に
、

一
人

一
人

の
個

性
や

能
力

を
最

大
限

に
伸

ば
し

て
い

く
、

郷
土

に
根

ざ
し

た
小

中
高

一
貫

教
育

を
構

築
す

る
。

2
2

熊
本

県
産

山
村

教
育

委
員

会
2

H
1
9
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
の

削
減

等
に

よ
り

、
小

1
～

中
3
で

「
ヒ

ゴ
タ

イ
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

」
「
う

ぶ
や

ま
学

」
、

小
3
～

中
3

で
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
習

」
を

実
施

。
※

中
学

校
の

英
語

を
小

6
か

ら
先

取
り

学
習

（
中

1
の

教
科

書
を

早
期

給
与

）

○
産

山
村

で
は

、
恵

ま
れ

た
自

然
環

境
を

生
か

し
た

基
幹

産
業

の
農

業
・
畜

産
業

の
振

興
、

観
光

施
設

を
生

か
し

た
交

流
人

口
の

増
大

を
図

り
、

経
済

発
展

を
め

ざ
す

必
要

性
が

あ
る

。
村

の
発

展
に

寄
与

で
き

る
有

能
な

人
材

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

教
育

に
特

に
力

を
入

れ
て

お
り

、
タ

イ
国

と
の

姉
妹

校
提

携
に

よ
る

交
流

や
、

海
浜

地
区

と
の

交
流

な
ど

、
様

々
な

取
組

を
行

っ
て

い
る

。
○

平
成

1
9
年

度
よ

り
特

区
の

認
定

を
受

け
、

新
教

科
・
領

域
を

創
設

す
る

な
ど

特
色

あ
る

教
育

課
程

を
編

成
し

て
お

り
、

今
後

も
よ

り
効

果
的

・
効

率
的

に
取

組
を

実
施

す
る

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

取
組

を
系

統
的

に
編

成
し

、
9
年

間
を

通
し

て
計

画
的

に
学

習
す

る
小

中
一

貫
教

育
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
3

熊
本

県
熊

本
市

教
育

委
員

会
2

H
1
6
.4

○
道

徳
や

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

時
数

の
削

減
等

に
よ

り
、

小
1
～

中
3
で

「
生

き
方

創
造

科
」
「
国

際
科

」
「
基

礎
教

科
の

充
実

発
展

」
を

実
施

。
※

基
礎

教
科

の
充

実
・
発

展
：
数

学
・
英

語
に

お
け

る
教

科
書

の
早

期
給

与
※

国
際

科
英

語
：
小

5
・
6
年

か
ら

中
1
の

教
科

書
の

早
期

給
与

○
小

学
校

で
の

学
力

が
中

学
校

に
つ

な
が

ら
ず

、
学

力
低

下
傾

向
が

見
ら

れ
る

と
い

う
地

域
の

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

①
教

育
段

階
の

工
夫

、
②

教
育

課
程

の
工

夫
を

柱
に

小
中

一
貫

教
育

を
導

入
し

、
小

学
校

か
ら

中
学

校
へ

の
ス

ム
ー

ズ
な

移
行

や
系

統
性

・
計

画
性

の
あ

る
教

育
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

国
際

科
・
情

報
化

等
の

社
会

の
変

化
や

子
ど

も
の

個
性

へ
対

応
し

た
取

組
を

行
っ

て
お

り
、

成
果

が
上

が
っ

て
い

る
。

○
こ

れ
ら

の
取

組
を

継
続

的
、

発
展

的
に

推
進

す
る

た
め

、
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
が

あ
る

。

2
4

熊
本

県
宇

土
市

教
育

委
員

会
1
0

H
2
2
.4

○
小

3
～

中
2
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
新

教
科

「
そ

ろ
ば

ん
の

時
間

」
を

設
置

。

○
宇

土
市

は
県

内
に

お
い

て
「
そ

ろ
ば

ん
王

国
」
と

言
わ

れ
た

歴
史

を
持

ち
、

そ
ろ

ば
ん

学
習

を
通

し
て

、
地

域
の

特
色

等
を

主
体

的
に

学
び

取
る

学
習

を
推

進
す

る
こ

と
は

、
宇

土
市

教
育

立
市

プ
ラ

ン
の

基
本

理
念

「
郷

土
を

愛
す

る
心

、
豊

か
な

心
を

待
っ

た
人

を
育

む
」
上

で
有

意
義

で
あ

る
。

○
宇

土
市

立
網

田
小

・
中

学
校

に
お

い
て

小
中

一
貫

教
育

に
取

り
組

み
、

「
そ

ろ
ば

ん
の

時
間

」
等

の
新

設
に

よ
り

、
キ

ャ
リ

ア
発

達
の

基
盤

と
な

る
確

か
な

学
力

と
自

己
表

現
力

の
育

成
を

行
っ

て
お

り
、

そ
の

成
果

を
他

の
小

中
学

校
に

反
映

さ
せ

る
。

2
5

大
分

県
大

分
市

教
育

委
員

会
1

H
2
3
.4

○
小

1
～

6
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
新

教
科

「
こ

と
ば

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科

」
を

設
置

。

○
対

象
校

は
大

分
市

の
中

心
部

に
あ

り
、

国
際

車
い

す
マ

ラ
ソ

ン
選

手
と

の
交

流
等

、
国

際
的

行
事

に
関

わ
る

機
会

が
多

く
、

ま
た

、
校

区
に

様
々

な
国

籍
・
職

業
の

人
が

居
住

し
、

英
語

を
用

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
す

る
機

会
が

多
い

。
○

こ
の

た
め

、
多

様
な

人
々

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

り
、

国
際

言
語

で
あ

る
英

語
を

使
え

る
力

を
育

成
す

る
必

要
が

あ
る

。
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都
道

府
県

管
理

機
関

学
校

数
特

例
開

始
年

月
教

育
課

程
の

基
準

の
特

例
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
性

2
6

鹿
児

島
県

薩
摩

川
内

市
教

育
委

員
会

6
1

H
1
8
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
の

削
減

等
に

よ
り

、
小

1
～

中
3
で

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
」
、

小
1
～

6
「
小

学
校

英
語

活
動

」
を

設
置

。
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

科
：
「
表

現
」
領

域
、

「
情

報
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
領

域
、

「
生

き
方

」
領

域
の

3
領

域
）

○
従

前
の

特
区

制
度

の
下

、
3
モ

デ
ル

地
域

に
お

い
て

「
小

学
校

英
語

教
育

」
の

充
実

、
「
新

教
科

」
の

創
設

等
の

小
中

一
貫

教
育

を
推

進
し

、
学

力
向

上
・
問

題
行

動
減

少
等

の
成

果
が

見
ら

れ
た

こ
と

か
ら

、
平

成
2
1
年

度
か

ら
取

組
を

全
市

に
拡

充
し

、
小

・
中

学
校

間
の

円
滑

な
接

続
を

図
る

と
と

も
に

、
中

学
校

ご
と

に
特

色
あ

る
教

育
活

動
を

展
開

す
る

と
に

よ
り

、
学

習
指

導
上

や
生

徒
指

導
上

の
課

題
解

決
に

向
け

た
一

層
の

教
育

効
果

が
期

待
で

き
る

。

2
7

沖
縄

県
嘉

手
納

町
教

育
委

員
会

3
H

2
2
.4

○
小

1
～

中
3
で

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
新

教
科

「
英

会
話

科
」
を

設
置

。

○
嘉

手
納

町
で

は
、

「
進

取
の

気
性

・
国

際
性

に
富

み
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
の

育
成

と
生

涯
学

習
の

振
興

」
を

目
標

に
、

「
人

間
性

豊
か

で
、

世
界

に
は

ば
た

く
人

材
を

育
む

ま
ち

　
か

で
な

」
の

実
現

に
向

け
、

国
際

化
・
高

度
情

報
化

な
ど

社
会

の
変

化
に

対
応

で
き

る
よ

う
国

際
理

解
教

育
や

情
報

教
育

を
推

進
し

て
い

る
。

○
町

内
に

嘉
手

納
基

地
を

抱
え

る
な

ど
、

外
国

人
と

日
常

的
に

接
す

る
機

会
も

多
く
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

か
ら

異
文

化
理

解
を

醸
成

す
る

国
際

理
解

教
育

の
推

進
、

英
語

が
使

え
る

日
本

人
の

育
成

と
い

う
点

か
ら

も
、

実
践

的
な

英
会

話
力

の
育

成
が

必
要

で
あ

る
。

2
8

沖
縄

県
那

覇
市

教
育

委
員

会
5
3

H
2
2
.4

○
小

1
～

4
で

、
教

科
等

の
時

数
を

削
減

し
、

新
教

科
「
英

語
活

動
」
を

設
置

。
○

中
2
、

3
で

、
選

択
教

科
の

時
数

を
削

減
し

、
「
外

国
語

」
に

充
て

る
。

○
平

成
1
5
年

度
か

ら
研

究
開

発
学

校
の

指
定

を
受

け
、

市
内

全
小

中
学

校
が

小
中

連
携

の
英

語
教

育
を

推
進

し
て

お
り

、
中

学
校

区
ご

と
の

小
中

連
携

も
定

着
し

、
近

年
は

相
互

授
業

参
観

・
小

中
教

師
に

よ
る

合
同

授
業

等
、

各
校

区
に

お
け

る
独

自
の

連
携

が
展

開
さ

れ
て

き
た

。
○

今
後

も
こ

れ
ま

で
の

実
践

を
継

続
・
発

展
さ

せ
、

小
中

連
携

し
た

系
統

的
・
段

階
的

な
英

語
教

育
を

推
進

し
、

将
来

を
見

据
え

た
「
国

際
社

会
で

活
躍

す
る

人
材

」
の

育
成

を
図

る
。

【
私

立
】

2
9

北
海

道
学

校
法

人
北

海
道

シ
ュ

タ
イ

ナ
ー

学
園

2
H

1
9
.4

○
教

科
等

の
時

数
を

削
減

し
、

小
3
で

「
生

活
」
、

小
1
～

5
で

「
フ

ォ
ル

メ
ン

（
線

描
）
」
、

小
1
～

6
で

「
外

国
語

」
、

「
身

体
と

暮
ら

し
」
、

小
1
～

中
3
で

「
練

習
」
、

「
オ

イ
リ

ュ
ト

ミ
ー

」
、

「
青

空
教

室
」

を
設

置
。

※
教

科
等

に
よ

っ
て

は
、

一
部

の
学

年
で

当
該

学
年

の
標

準
授

業
時

数
を

下
回

っ
て

い
る

が
、

各
学

校
段

階
を

通
じ

て
授

業
時

数
を

確
保

し
、

又
は

、
指

導
内

容
の

一
部

を
移

行
す

る
こ

と
に

よ
り

、
各

教
科

等
の

目
標

の
趣

旨
が

達
成

で
き

る
よ

う
指

導
す

る
。

○
シ

ュ
タ

イ
ナ

ー
の

教
育

理
念

を
基

盤
と

し
た

学
校

教
育

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
お

り
、

教
科

の
新

設
、

学
習

内
容

の
導

入
時

期
、

授
業

時
数

等
、

特
別

の
教

育
課

程
の

編
成

が
必

要
。

7 
/ 

8 
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都
道

府
県

管
理

機
関

学
校

数
特

例
開

始
年

月
教

育
課

程
の

基
準

の
特

例
特

別
の

教
育

課
程

を
編

成
す

る
必

要
性

3
0

宮
城

県
学

校
法

人
聖

ウ
ル

ス
ラ

学
院

2
H

1
7
.4

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
の

時
数

を
削

減
し

、
小

1
～

6
で

「
英

語
科

」
「
言

語
技

術
科

」
、

小
3
で

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
科

」
を

設
置

。
○

生
活

の
時

数
を

削
減

し
、

社
会

と
理

科
の

授
業

を
小

2
か

ら
行

う
。

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
時

数
を

削
減

し
、

中
1
～

3
で

「
書

道
科

」
、

中
1
～

2
で

「
言

語
技

術
科

」
を

設
置

。
○

現
行

の
学

習
指

導
要

領
の

内
容

を
学

年
間

で
移

動
す

る
。

※
算

数
科

（
小

１
～

5
年

）
及

び
社

会
・
理

科
（
小

2
～

5
）
で

は
上

位
学

年
の

、
英

語
科

（
小

5
～

6
）
及

び
算

数
科

（
小

6
）
で

は
上

級
学

校
の

内
容

を
取

り
入

れ
る

。
※

中
学

校
に

お
い

て
、

中
1
～

3
の

英
語

科
・
数

学
科

・
理

科
等

で
上

位
学

年
又

は
上

級
学

校
の

学
習

内
容

を
取

り
入

れ
る

。

○
当

該
学

校
法

人
で

は
、

建
学

の
精

神
で

き
る

心
の

教
育

を
土

台
と

し
、

創
立

以
来

国
際

理
解

教
育

・
外

国
語

教
育

等
を

顕
著

な
特

色
と

し
て

い
る

。
○

人
間

的
な

成
長

と
確

か
な

学
力

の
向

上
を

目
指

す
小

中
一

貫
教

育
を

実
践

す
る

上
で

必
要

な
も

の
と

し
て

、
当

該
校

の
様

々
な

特
色

を
活

か
し

つ
つ

諸
問

題
の

解
決

を
図

っ
た

総
合

的
な

小
中

一
貫

教
育

計
画

を
策

定
し

て
お

り
、

児
童

・
生

徒
の

成
長

段
階

の
変

化
に

対
応

し
た

教
育

の
提

供
に

よ
っ

て
学

力
の

向
上

と
心

の
教

育
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
。

3
1

神
奈

川
県

学
校

法
人

シ
ュ

タ
イ

ナ
ー

学
園

2
H

1
7
.4

○
教

科
等

を
再

編
し

、
小

1
～

中
3
で

「
オ

イ
リ

ュ
ト

ミ
ー

」
「
練

習
」

「
手

の
仕

事
」
「
コ

ー
ラ

ス
」
「
水

彩
」
を

、
小

1
～

4
で

「
フ

ォ
ル

メ
ン

線
描

」
を

、
小

1
～

6
で

「
英

語
」
を

、
小

1
学

年
で

「
散

歩
」
を

、
小

1
～

3
で

「
運

動
遊

び
」
を

、
小

5
～

中
3
で

「
工

芸
」
を

、
小

6
～

中
2

で
「
園

芸
」
を

新
設

。

○
シ

ュ
タ

イ
ナ

ー
の

人
間

観
に

基
づ

く
教

育
内

容
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
特

別
な

教
育

課
程

の
編

成
が

必
要

。

3
2

京
都

府
学

校
法

人
燈

影
学

園
2

H
2
3
.4

○
教

科
等

の
時

数
を

削
減

し
、

新
教

科
「
天

香
さ

ん
学

習
の

時
間

」
（
小

1
～

6
）
、

「
天

香
科

」
（
中

1
～

3
）
、

「
異

文
化

理
解

の
時

間
」
（
小

1
～

6
）
　

「
国

際
理

解
科

」
（
中

1
～

3
）
を

設
置

。

○
学

園
創

立
者

の
西

田
天

香
が

創
始

し
た

「
一

燈
園

生
活

」
の

精
神

の
下

に
「
大

自
然

に
適

う
教

育
」
を

行
っ

て
お

り
、

人
格

形
成

の
基

礎
が

身
に

つ
く
よ

う
「
祈

り
」
「
汗

」
「
学

習
」
を

三
本

柱
と

し
て

小
学

校
か

ら
高

校
ま

で
の

一
貫

教
育

を
行

っ
て

い
る

。
○

学
習

指
導

要
領

の
定

め
る

内
容

だ
け

で
は

、
一

燈
園

生
活

実
践

の
た

め
の

教
育

が
十

分
に

行
え

な
い

た
め

、
新

教
科

を
設

け
る

。

学
校

数
計

7
7
8
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学校段階間の連携・接続等に関する作業部会

関係資料

○ 学校段階間の連携・接続等に関する作業部会の設置について

○ 学校段階間の連携・接続等に関する作業部会

小中連携、一貫教育に関する審議経過等

○ 学校段階間の連携・接続等に関する作業部会 委員名簿
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中央教育審議会 初等中等教育分科会

学校段階間の連携・接続等に関する作業部会の設置について

平 成 ２ １ 年 ７ 月 ６ 日

初等中等教育分科会決定

１ 設置の目的

学校段階間の連携・接続等について専門的な調査審議を行うた

め、初等中等教育分科会に「学校段階間の連携・接続等に関する

作業部会」（以下「作業部会」という。）を設置する。

２ 委員等

（１）作業部会の委員は、初等中等教育分科会長が指名する。

（２）作業部会に主査を置き、作業部会の互選により選任する。

（３）主査に事故があるときは、主査が作業部会に属する委員のう

ちからあらかじめ指名する者が、その職務を代理する。

（４）作業部会においては、必要に応じ、作業部会の委員以外の者

の協力を得ることができる。

３ 主な検討事項

（１）学校段階間の連携・接続について

（２）優れた才能や個性を伸ばす学習機会について

（３）その他

４ 設置期間

本作業部会は、３の主な検討事項に関する審議が終了したとき

に廃止する。

５ その他

ここに定めるもののほか、議事の手続その他作業部会の運営に

関し必要な事項は、主査が作業部会に諮って定める。
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学校段階間の連携・接続等に関する作業部会

小中連携、一貫教育に関する審議経過等

○第７回 平成２３年１０月１４日（金）１５：００～１７：００

議題（１）作業部会における検討事項について

（２）小学校と中学校の連携について

（３）その他

○第８回 平成２３年１１月８日（火）１３：００～１５：００

議題（１）本作業部会における検討事項について

（２）小中連携、一貫教育の成果と課題について

・三鷹市及び呉市からのヒアリング

貝ノ瀬 滋 委員

寺本 有伸 呉市教育委員会学校教育課長

（３）その他

※ヒアリング資料については以下の URL 資料６、７参照

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/045/siryo/1313137.htm

○第９回 平成２３年１１月３０日（水）１３：００～１５：００

議題（１）小中連携、一貫教育の成果と課題について

・横浜市、高松第一学園及び三条市からのヒアリング

小嶋 貴之 横浜市教育委員会指導企画課 主任指導主事

野口 弘之 横浜市教育委員会指導主事室 指導主事

原 貴 委員

國定 勇人 委員

（２）その他

※ヒアリング資料については以下の URL 資料５～７参照

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/045/siryo/1313823.htm

○第１０回 平成２３年１２月２６日（水）１５：００～１７：００

議題（１）小中連携、一貫教育の成果と課題について

・船橋市立若松小・中学校及び品川区からのヒアリング

牛島 薫 船橋市教育委員会指導課 副主幹

大江 巧 船橋市立若松小学校 校長

生井 敏昭 船橋市立若松中学校 研究主任

峯川 治久 船橋市立若松小学校 教諭

和氣 正典 品川区教育委員会学務課長

冠木 健 品川区教育委員会指導課長

※ヒアリング資料については以下の URL 資料７、８参照

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/045/siryo/1314912.htm
（２）その他
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○第１１回 平成２４年１月３０日（月）１０：００～１２：００

議題（１）小中連携、一貫教育の成果と課題について

・聖ウルスラ学院英智小・中学校からのヒアリング

伊藤 宣子 聖ウルスラ学院英智小・中学校 校長

（２）その他

※ヒアリング資料については以下の URL 資料５参照

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/045/siryo/1314912.htm

○第１２回 平成２４年２月２１日（火）１５：００～１７：００

議題（１）小中連携、一貫教育の成果と課題について

・東京都檜原村及び熊本県産山村からのヒアリング

野村 雅巳 檜原村教育課長

渕上 勝則 檜原村立檜原中学校 校長

市原 正文 産山村教育委員会 教育長

工藤圭一郎 産山村立産山小学校 校長

星山 晃 産山村立産山中学校 校長

（２）その他

※ヒアリング資料については以下の URL 資料３、４参照

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/045/siryo/1314912.htm

○第１３回 平成２４年３月１３日（火）１０：００～１２：００

議題（１）小中連携、一貫教育の成果と課題について

・ベネッセ教育研究開発センターの調査・研究データ紹介

新井 健一 委員

（２）その他

※調査・研究データについては以下の URL 資料２参照

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/045/siryo/1318730.htm

○第１４回 平成２４年４月２３日（月）１５：００～１７：００

議題（１）小中連携、一貫教育の成果と課題について

（２）その他

○第１５回 平成２４年５月３１日（木）１０：００～１２：００

議題（１）小中連携、一貫教育に関する主な意見等の整理（案）について

（２）その他

88



中央教育審議会初等中等教育分科会

学校段階間の連携・接続等に関する作業部会 委員名簿

（小中連携、一貫教育関係）

計 １９名

委 員 ◎小川 正人 放送大学教養学部教授、東京大学名誉教授

貝ノ瀬 滋 三鷹市教育委員会教育長

○無藤 隆 白梅学園大学子ども学部教授兼子ども学研究科長

臨時委員 天笠 茂 千葉大学教育学部教授

高岡 信也 独立行政法人教員研修センター理事

向山 行雄 帝京大学大学院教授、全国連合小学校長会顧問

村上美智子 京都市教育委員会指導部学校指導課参与

専門委員 赤沼 保江 東京都新宿区立牛込第一中学校長

新井 健一 株式会社ベネッセコーポレーションBenesse教育研究

開発センター センター長

井上 洋 一般社団法人日本経済団体連合会社会広報本部長

角野 茂樹 関西大学外国語学部教授

國定 勇人 新潟県三条市長

酒井 朗 大妻女子大学教職総合支援センター教授・所長

佐藤 辰夫 社団法人日本ＰＴＡ全国協議会教育問題委員会副委員

長、福島県ＰＴＡ連合会会長

清水 哲雄 学校法人鷗友学園常務理事、日本私立中学高等学校連

合会理事

清水 良一 日本私立小学校連合会会長

野木 秀子 株式会社ＣＩＪ顧問、前横浜市教育委員会委員、早稲

田大学客員教授

長谷川 晃 広島県呉市教育委員会教育長

原 貴 香川県高松市立高松第一小学校・高松第一中学校長

※ ◎：主査、○：主査代理

（平成２４年４月１日現在）
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